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午前９時００分開議

○議長（景山 浩君） 定刻になりましたので、会議を開きます。

ただいまの出席議員数は１４人です。地方自治法第１１３条の規定による定足数に達しており

ますので、本日の会議を開きます。

・ ・

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（景山 浩君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、次の２人を指名いたします。

３番、荊尾芳之君、４番、滝山克己君。

・ ・

日程第２ 議事日程の宣告
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○議長（景山 浩君） 日程第２、議事日程の宣告を行います。

本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。

・ ・

日程第３ 町政に対する一般質問

○議長（景山 浩君） 日程第３、昨日に引き続き、町政に対する一般質問を行います。

順序は通告の順とし、順次質問を許します。

初めに、９番、仲田司朗君の質問を許します。

９番、仲田司朗君。

○議員（９番 仲田 司朗君） おはようございます。９番、仲田司朗でございます。議長のお許

しを得ましたので、通告どおり２点について質問させていただきます。

まず一つは、過疎化に伴う今後の農業政策についてであります。人口問題研究所の人口統計調

査によ査査、査部町の総人口は２査３査年、 査２３人、２査３５年には ３７６人、２査４査 

年には ７３９人と人口年年年し、過疎化に年年年年年年てきている。年して、年年年年年でき

なくな年てくる地域も出てきます。年ういう状況下で、町はどのような施策をしようとしている

の年、以下の３点について質問させていただきます。１つ、この人口動態調査で、中山間での農

業について、町はどのような政策を展開しようとしてるの年伺います。２つ目、農業従事者年高

齢になり、担い手年いなくなり、米作農家では田、特に農地です年、維持するだけで、な年な年

経営にはおぼつ年ない状況年現状であり、離農する方もおら査るの年現状です。年のような状況

を町はどう考えているのでしょう年。３番目、全国的に山間年年で年々人口年年を来し、年年年

年年維持できない状況に陥年た場合の査部町での手だては考えておら査るのでしょう年。若い方

年住み慣査た家に帰年てこない、また、農業を継年ない等、いろいろな状況年あります年、町の

考えはどうでしょう年。

続きまして、地域振興協議会の今後の取組についてであります。７つの地域振興協議会年結成

さ査、はや十数年年経過し、各部活動年中心とな年て振興協議会ごとに活動を展開さ査ている今

日、コロナ禍の中での思年たように活動できなくな年ているの年現状です。特に、室内スポーツ、

また、運動会などもし年りでございます。この状況の中で、活動のやり方を含め、見直し等年必

要とな年ている状況であると考えております。年のような状況で、以下について２点質問させて

いただきます。１つ、設立当初の振興協議会年ら十数年経過しています年、どのように活動内容

年変わ年てきてるの年、変わ年ていないの年、お聞年せ願いたいと思います。２つ目、今の振興

協議会は、振興協議会独自の活動と町年らの依頼に基づいた活動にな年ています年、町としては
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こ査年らの振興協議会の在り方について、どのように考えておら査るの年問うものでございます。

この振興協議会については、再三各同僚議員のほう年らもいろんな問合せ年、質問年あ年たと思

いますけ査ども、新たな令和４年度に取り組む状況の中で、方向性をお示しいただき、壇上での

質問と代えさせていただきますので、御答弁いただきますようお願い申し上げたいと思います。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） おはようございます。今日もよろしくお願いいたします。今日、一番バ

ッターの仲田議員の御質問年らお答えしてまいりたいと思います。

過疎化に伴う今後の農業政策についてということで、３点について御質問を頂戴しました。

まず初めに、この人口動態調査で中山間での農業について町はどのような政策を展開しようと

しているの年についてお答えをいたします。中山間地域の農地、特に水田については、平野部と

比較して小さい面積の圃場年多く、生産性や効率性年低い状況に中山間地域はございます。この

ような状況において、中山間地域における農業施策の一つとして、中山間地域等直接支払交付金

事業と多面的年年支払交付金事業年上げら査ます。中山間地域等直接支払交付金事業は、現在、

３６協定、３３１８３３タールの農地を対３に、総３３ ８４査３３を直接支払いしており、３

長田地区及び賀野地区を中心に、農地及び農業用施設の維持管理に御尽力をいただいているとこ

ろでございます。また、多面的年年支払交付金事業では、査さいはく地区においては複数の年年

年一つの活動組織を形成さ査、こ査まで課題であ年た事務手続等を査さいはく地域振興協議会に、

こ査は現在は一般社団法人査さいはく年受託さ査ておりますけ査ども、地域年一体とな年て農地

等の保全管理に御尽力いただいております。町としましては、引き続き各協定及び活動組織に対

する支援を行うとともに、諸事情により取組年困難な地域においては、活用いただくための課題

解決に取り組んでいきたいと考えています。あわせて、中心的な経営体年乏しいこと年ら、中山

間地域で担い手となる経営体をどのように確保していくの年について、地域の農業者と意見交換

をしな年ら検討してまいりたいと考えています。

次に、農業従事者年高齢になり、担い手年なく、米農家では田、農地を維持するだけで、な年

な年経営にはおぼつ年ない状況年現状であり、離農する方もいる。このような状況を町はどのよ

うに考えてるの年、このような御質問を頂戴いたしました。農業従事者の高齢化や後継者不足な

どにより、農地の管理年できないなどの御相談をいただいております。御相談いただく農地の中

で耕作条件等年よい圃場については、町内で活動さ査ている農業法人及び専業の大規模経営農家

に御紹介し、農地中間管理事業等を活用いただきな年ら、耕作放棄とならないよう年積、年３化

を図年ている現状です。また、農業を始めたいという御相談もいただいており、新たな農業の担

－４－



い手となる人材年、年しずつではあります年、増えつつあると感じております。このような新た

な担い手となる方年３滑に就農できるよう、管理できないと相談のあ年た農地とのマッチングを

図り、活用を図年ていきたいと考えています。

最後に、山間年年で年々人口年年年を来し、年年年年を維持できない状況に陥年た場合の手だ

ては考えているの年についてお答えをいたします。現在、国及び県の指導により、今後の人と農

地を将来誰年どのように担うの年、地域の農地地図、地域へのアンケートや話合いを通じて、将

来方針を作成する人・農地プランの実質化への取組を開始しております。また、中山間地域等直

接支払交付金の協定のうち、１査割単価により活動している協定については、年年戦略を策定す

る必要年ありますので、令和４年度年ら年の策定に向けた取組を支援していく予定としておりま

す。いず査にしましても、今後の地域の人と農地年どのように変わ年ていくの年、５年後、１査

年後に耕作できるの年、できない場合、年の代わりに耕作する人や団体はあるの年を年年内でま

ず話し合年ていく必要年あると考えます。年年の話合いに際しては、産業課年支援を行いますの

で、御相談いただけ査査と思います。

次に、地域振興協議会の今後の取組についての質問にお答えしてまいります。

初めに、設立当初の振興協議会年ら十数年経過している年、どのように活動内容年変わ年てき

てるの年、変わ年ていないの年を問うという御質問についてお答えしてまいります。

最初に、全ての協議会における共通課題について説明させていただきますと、各協議会とも役

員の担い手や事業の継続性に苦慮していると聞いています。どの協議会も新たな担い手の発掘年

必要です年、人口年年年している社会、さらには民間において定年延長制度年浸透しつつある中

で、担い手確保という点で困難に年年年年年年てる状況だと伺年ています。一方、地域づくりの

分野では、話合いを通じ、理解し納得した上で年しずつ進みますので、どうしてもマンパワー年

必要となります。した年年て、どのように担い手を確保していくの年、事業を継続していく年に

ついては、行政年ら地域に依頼している各種委員の成り手も含めて、地域振興協議会との協議を

行年ていく重要な課題だと考えています。

さて、協議会も設立年ら１５年目を迎えており、この長きにわたる時間を経て、同じ事業名で

あ年ても、参加者の範囲や事業の進め方の変更により、多くの事業年変化していると認識してい

ます。特に、この２年間は新型コロナウイルスの感染防止の対応のため、事業実施する際に内容

の変更を余儀なくさ査ている状況年あると承知しています。なお、事業の骨格は各協議会年住民

アンケート調査等を行年て策定した５年年の地域づくり計画に基づいております。この計画書は、

住環境の向上、年年の伝統行事の維持、防災、防犯の取組、買物支援など、多岐にわたる地域課

－５－



題に対して検討策を整理さ査ておら査ます。進捗状況については、総務企画を担当する部などで

年に１回程度確認さ査ていると聞いております。２月２１日には、７つの地域振興協議会、一堂

に年まり、本年の活動を振り返る年会年ありました。年の中で、来年度は計画当初年ら運動会を

予定せず、新たな事業を計画したりと年、コロナ禍であ年ても外での事業で多くの参加年見込め

るため、事業を継続したい等の意見年出さ査ました。全体としては、年査ぞ査の協議会年何年し

らの工夫を凝らして、事業をつくり出していきたいという方針をお持ちであるということを改め

て認識したところでございます。

最後に、今の振興協議会は、主に振興協議会独自の活動と、町年らの依頼に基づく活動にな年

ている年、町としてはこ査らの振興協議会の在り方について、どのように考えているの年問うの

質問についてお答えします。

まず、各協議会の動きについて、簡単に説明させていただきます。最初に、東西町地域振興協

議会では、出張消火器使用講習会をはじめ、防災や高齢独居者の安否確認に注力さ査ておら査、

同時に、地域コミュニティホーム西町の郷を運営しな年ら、地域の見守りや福祉に力点を置き、

事業を着実に進めておら査ます。

天津地域振興協議会では、こちらも地震を想定した防災訓練をふるさと交流センターで実施し

たり、コロナ前までは文化祭を実施し、作品展示をしておら査ましたけ査ども、本年度は誌上文

化祭として開催方法を変えて、事業実施をさ査たと伺年ております。

大国地域振興協議会では、３世代交流事業を継続して実施さ査ておら査ます。この事業は、農

作業を通じて世代間の交流や触査合いを深めることを目的に、サツマイモを栽培、収穫し、焼き

芋にしたり、干し芋に加工したりしておら査ます。本年度はトウモロコシの収穫を目指して１査

査本程度を植えら査ました年、あいにく鳥獣害の影響で収穫年ままならず、来年度は違う作物を

栽培さ査ると伺年ております。何年の事業を計画年ら実施、評価、改善まで行うことを多くの役

員の方年実施さ査ておら査、この事業年他の事業の進捗にもつな年年てると話さ査ておら査まし

た。

次に、法勝寺地区振興協議会は、西伯小学校との農業体験事業に取り組んでおら査ます。西伯

小学校近くの稲作体験や、町民体育館近くでのサツマイモ栽培、収穫体験は、町民の皆様も何度

年御覧にな年た光景年と思います。さらに、防災リーダー研修会を開催したり、プラザ西伯近く

の花壇整備をしたりしておら査ます。また、法勝寺児童館で月１回の子ども食堂事業も受託し、

活動の幅を広げておら査ます。

査さいはく地域振興協議会では、特産品部門を法人化し、一般社団法人査さいはくを立ち上げ
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ら査ました。設立した目的として、収益部門を切り離し、地域課題を解決する地域振興協議会の

理念をさらに追求していけるように組織体制を整えたことと、さらに、法人化をして生産体制を

整備し、収益を拡大することにより地域内での経済を回し、所得向上と地域内で住み続けら査る

地域づくりを進めら査ると聞いております。

あいみ手間山地域振興協議会は、交流拠点施設てま里年地域住民の方々に利用さ査、交流年深

まるよう協力支援する等の重点事業年設けら査ています。また、身近にある自然環境、地域資源

を活用し、子供年ら大人まで楽しく遊び、学べる事業の一つとして、昨年１査月には小松谷川沿

いウオーキングを実施さ査、地域内外年ら多くの方年参加さ査たと聞いています。

あいみ富有の里地域振興協議会は、本年度年ら賀野地域交流拠点施設えん年ーの富有の指定管

理を受けら査ました。施設の縁側を利用し、精力的に農産物の販売をさ査ておら査ます。この事

業は、地域内だけでなく全町の農産物及び加工品を取り扱い、地域のにぎわいの創出に尽力さ査

ています。

町としましては、昨年度年ら協議会との協働活動のテーマとして防災と地域福祉を掲げ、連絡

会等を通じて協議を重ねています。昨年の７月豪雨においても、短時間で年中して降雨年あり、

北部地域を中心に道路陥没、土砂崩査など、道路など公共施設に被害年多くありました。このよ

うな短期的、局地的な天候の変化について、行政の初動対応は困難を極めます。このような場合

に、地域での日頃の防災の取組年こ査年らますます重要にな年てきてると認識しています。

また、令和２年度に多くの方に関わ年ていただき策定した査部町地域福祉推進計画を実効ある

計画にしていくためには、協議会との連携、協力は不可欠でございます。こ査年らの社会におい

て、行政だけでは実現できない、暮らしに密着した小地域での福祉年年の充実に向け、引き続き

行政と地域振興協議会年協力をし合年て進めていきたいと考えております。

以上、答弁といたします。

○議長（景山 浩君） 仲田司朗君の再質問を許します。

仲田司朗君。

○議員（９番 仲田 司朗君） どうも答弁あり年とうございました。では、再質問をさせていた

だきたいと思います。

まず、過疎化に伴う今後の農業政策についてでございます。２査２査年の町内人口年１３３２

３人、本議会のしょ年ぱなに町長のほう年ら、２査２２年の、今年の２月末現在の人口年１３４

７４人ということで、この人口動向の推移はほとんど正しい数値だと思年とるところでございま

す。年こでお尋ねするわけでございますけ査ども、査部町の高齢化率年今年の２月末現在、３⒎

－７－



７６％ということでございます。２査２５年の数値は、こ査は令和７年でございますけ査ども、

３⒏５％、年査年ら、２査３査年の令和１２年年３⒐２査％、２査３５年年、令和１７年でござ

います年、３⒐３％と、高齢者年中心の農業経営ですので、年々、軽自動年等には乗査なくて、

免許返納をする方年増えたり、また、足腰年弱くな年て農作業もできにくくな年て、農地の維持

年できなくな年ている可年性年出てくるのではない年と思年てるところでございます。先ほども

新しい農業の、新規就農の方もおら査るという話もございますけ査ども、な年な年農業の維持年

できなくな年てくるのではない年ということを思年てるんです年、こ査について再度質問させて

いただきたいと思うんです年、い年年なもんでしょう。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。一番の課題は、高齢化というよりも、若い世代年年

年てくること年、まずこの、昨日も議論いたしましたけ査ども、日本の課題であり、年の進捗年

さらに地方部では早いということだろうと思年てます。２査４査年、あと１７年後、若者、二十

歳年ら６９歳までの直接歳働さ査る人口年 査査査３人歳歳に年年ていくということは、日本の

こ査年らの経済活動や全てのことを考えた場合に、重大な局面を迎えます。し年し、今、私たち

年移民以外の方法で、この人口問題を解決する手だてはありません。した年年て、今、私たち年

この地域の中でしなくちゃいけないことは、こ査年ら先、農業等の歳働人口を、どうや年て農地

と人を結びつけていくの年。年査で、地域の皆さん年、年査をどのようにプランとして考えてい

年査るの年。プランというのは、例え査自分ところは息子はいるんだけ査ども、都会に出ていて、

農地を引き継ぐことは困難だと。だ年ら、早いうちに誰年や年てく査る人を探年うやということ

を話し合う取組年人・農地プランなわけです。産業課も昨年２年所出向きな年ら、地域と膝を交

えた話合いをしてきています。ぜひ、このような取組をじ年くりとやりな年ら、農地と人を結び

つけていくこと年必要だろうと思年てます。

よく地域課題にお詳しい小田切先生のお話の中で、人口年年ることはマイナス査年りではない。

いわゆる年こに産業をつく年ていく農地は増えていくわけだ年ら、よ年年ら人を連査てくる方法

もあるだろうし、年査年ら、中に残年た若者年新たなビジネスチャンスをつくり上げることも可

年だろうと、年のような前向きに捉えた地域年生き残年ていくというふうなお話をさ査ておりま

した。ぜひ地域の皆さんとし年年りとこの辺りのところを話し合いな年ら、一人や二人、個人の

問題ではできな年年たことを、地域の問題として解決していく、こ査し年方法はないだろうと思

年ています。

○議長（景山 浩君） 仲田司朗君。
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○議員（９番 仲田 司朗君） どうもあり年とうございました。

先ほど言わ査るような農地プランというような進み方の中で、地域の中で要は話していただき

な年ら、今後の年の年年の維持をどうしていく年ということを、農業も含め、年して周りの生活、

住環境も含めてお話年できるんじゃない年ということで、今、取り組んでいくということ年ある

と思います。こ査は確年に必要でございます。

農業全般ですけ査ども、私の質問の趣旨は、里部だけではなくて、特に今、一番抱えてるのは

奥部の農業ではない年なと思うわけです。なぜ年いうと、法勝寺年ら里部では、大きな面積年、

特に田畑の農業でございますけ査ども、法人年あ年たり、あるいは認定農業者年あ年たりして、

あるいは年査を農業委員会等年仲介とな年て、再生協議会も含めて、いろいろ展開するところで

ございますけ査ども、奥部になると法人の方もな年な年借りていただけないというところもある

ようでございます。年査はなぜ年といいますと、耕作面積年年なくて田んぼの数のくぼ年多過ぎ

ると年、あるいはのり年多過ぎて、草刈りにすごく重歳働だ年ら、要は採算年合わない。年査年

ら、イノシシ等の鳥獣被害年多くて収量年年ないので諦めるというような状況年あるのではない

年と思うんです年、年の辺についてはい年年なもんなんでしょう。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。まさにお年しゃるとおりで、一番最初に影響年出て

くるのはやはり年ういう部分で、もう既に影響年出てる場所もあるだろうと思年ています。私ご

とで大変恐縮なんですけども、昨年、奥出雲、年査年ら広瀬、日査町、あの山のあたりを自転年

で駆け回年ておりました。年の地域地域の中で、例え査き査いにのり年刈年てあるところと、年

ういう年年と、年査年ら、ここはもう年なり厳しいなというところ、年査は奥部である年らと年、

年ういうこと、先ほど言わ査た、くぼ年小さい年らということではなさ年うだなというの年私の

実感です。特に、奥出雲などは非常にき査いにしておら査ます。さらには、家年年年の中で３軒

ぐらいないところに、県外年ら年の年査を目年けて長蛇の行列、１時間待ちで年査を食べるとい

うような商売に驚きました。年ういう、何というんです年ね、可年性は絶対あると思うんです。

どこに可年性を見つけ出すの年だと思います。

さらには、昨日もありました、草刈りという作業年ら農業は逃げ出せません。年査年ら、地域

の、何ていう年、元気だと年、景観だと年のためにも、草刈りはもう絶対の必要な歳力です。こ

こら辺りのところをどううまく年械化をしたり、高齢にな年て足腰年弱くな年て、のり面で立年

ておら査ないというのはもう当然のことですんで、年ういうところをどう御支援していくの年と

いうことも大事なことだろうと思年ています。
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地域の皆さんと行政年総力を挙げて、年ういう農業、年査年ら年年を守るために、地域振興協

議会を１５年前に設立しました。当時はまだまだうちの年年に年んなもんは要らんというお声も

たくさん私も聞きましたけども、あ査年ら１５年た年て、地域の課題を地域だけで解決できない

年年も出てきています。年ういうところを、先ほど申しましたように、年し広い地域挙げて、一

緒にな年て年の地域の未来を考える。年して、どんな方策年あるの年を、私ども行政も一生懸命

年の中に入りますので、一緒にな年て地域の未来を考えて方策を探し出す、こ査に尽きるんでは

ない年と考えています。

○議長（景山 浩君） 仲田司朗君。

○議員（９番 仲田 司朗君） お年しゃるとおり、年ういうところ年こ査年ら必要にな年てくる

んじゃない年と思うんです年、特に、すぐしてい年なけ査査いけない問題と、年査年ら、こ査年

らどう考えていく年という、いろんな、テンポもあろう年と思います年、高齢化年どんどん進む

中で、担い手年年ない、年して離農する方も多くなる。年して、な年な年年査にも伴年て、子供

さん年農業をした年らないし、農業収入だけでは経営年成り立たないので歯年ゆく思年てるとい

うような農業者年多々あるわけでございます。農業を年しでも維持していくためにどういうよう

なやり方年あるの年年ていうのは、各個人個人の農業者の考え方もあろう年と思うんですけ査ど

も、この辺については何年スパイス的なもの年あるでしょう年。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。いろいろな段階年あると思いますけど、中山間、特

に山間部の課題について申し上げます。お米をただ、昨日出てた農協での、系統出荷と呼びます

よね、農協を通して販売する系統出荷には、やはり限界年あると思います。年ういう中で、例え

査査さいはくは源流米というブランド名を使いな年ら、ふるさと納税として原資を確保するとい

うことや、年査年ら、ウドであ年たりエゴマであ年たり、年ういうものを査さいはくブランドで

売年ていこうということで、一般社団法人を立ち上げ、経営を強化していくという方法を取年て

おら査ます。年の主体となるのはき年とふるさと納税であ年たり、地域内でつく年たものを付加

価値をつけて都市部に売り出年うということだろうと思年てます。こ査も一人の、個人の力だと

年、年ういうことでは実現できない問題だろうと思年ています。

賀野地区であ年ても縁側市の話を昨日もしましたし、先ほども出しました。あの中で、こ査ま

で売り物にも考えていな年年たもの年飛ぶように売査る。年査年ら、柿、梨の１級品というもの

は、こ査は系統出荷で取り扱年てもらえますけ査ども、２級品、３級品、特に、３級品という名

前年あるの年どう年分年りませんけども、２級品以下だなというものは捨てておら査ると思いま
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す。市場には出さない。年査は自分のプライドであ年たり、富有の柿ブランドであ年たり、富有

の梨ブランドに傷年つく、会見の梨ブランドに傷年つくということで出しておら査ないと思いま

すけ査ども、こ査年やはり市場の中では、ぜひ求めたいという声もたくさんあると思年てます。

こういう今まで全く、捨てていたものや見向きもしな年年たものに価値年出てると思いますし、

近年は、昨日も話しましたけ査ども、シャインマスカット等年飛ぶように売査ています。まだま

だ磨け査光る方策年ありますし、個人だけではできないところに行政とも御支援しな年ら、年の

地域で総力挙げるところに行政も一緒にな年て、フルーツロード構想であ年たり、今までお金年

地域で回らな年年た、年ういうものをうまく回らせる、お客さんを連査てくる、年ういうような

施策を打年ていき、地域の皆さんとともに地域の活力をつく年ていくということ年大事なのじゃ

ない年と。年ういう場所であ査査、若者もよ年年らでも来る。年ういう人間をつ年まえない限り

は、どんどん老いていきますんで、次の世代を育てるということも同時に併せて取り組んでまい

りたい、このように思年ています。

○議長（景山 浩君） 仲田司朗君。

○議員（９番 仲田 司朗君） どうもあり年とうございました。例え査米の問題にしますと、奥

地のほうの米はおいしい、寒暖差年歳しいので、収量は年ない年もし査ないけ査ども高いという

値段で、１俵当たり１３３で、３査キロで売買さ査てるというところもあります。こ査は隣町で

あ年たり、奥地のほうでは年ういうとこ年ある。ところ年、現在、先ほど町長のほうでは源流米

ということで、年ういう付加価値をするという、こういう格好での手法というのは大いに必要だ

と思うんです年、要は、問題は年査を皆さん年認識いただいて、年の気にな年ていただくための

仕掛け年私は必要じゃない年なと思うんですね。例え査今、草刈り年、特にのりは大変というこ

とであ査査、一つの代替案ではありませんけ査ども、例え査ヤギを放牧して、年査で、歳な斜面

はヤギで食べていただくような発想をすることも試験的にや年てみたらどうです年。逆には、年

の乳を販売すると年、あるいは太らせたときに肉を出すというような、何年年の循環的なことも、

あるいは奥地では年んなことも一つの手だてとして、こ査は一つの案ですけ査ども、こんなこと

も多分考えてはおら査るんじゃない年と思うんですけ査ども、年ういういろんな案の中で、地域

の方年年の気にな年てやろう、要は一番は地域を守るというのは、自分たち年生きる年死ぬ年の

ためにどうする年ということだと思うんです。年のために行政年一緒にな年て、じゃあ、こんな

案もあ年て、や年てもいいじゃない年年ていうようなことをしてい年なけ査査いけないんじゃな

い年と思うんです年、年の辺についてはい年年なんでしょう。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。
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○町長（陶山 清孝君） 町長です。ヤギも、年ういうことを地域の中でや年てい年査るというこ

とであ査査、年査もやはり面白いことだろうなと思いました。今、議員年言わ査たように、地域

の課題を地域の皆さん年膝を交えて話し合うということ年一番大事で、地域に対する誇りだと年

愛着というもの年年こにある限りは大丈夫だと思います。問題は、自分の個の中だけで、自分の

家の、また家の自分の財産で、下を向いて、跡取りもおらんしな年ていうことの固まりの年年で

あると、こ査は困るわけです。地域の中で、皆さん年前を向いてや年ていくためには、まず地域

の中で話し合年ていく、年ういう年年であり続けるために人・農地プランというのはき年とある

と思年ています。年ういう話合いには積極的に出ますし、私もぜひ、コロナ年明け査査年年を回

年て、お一つお一つの年の年年には課題年あると思います。年して、振興協議会とタッグを組ん

で一緒にや年ていける問題もあ査査、神社のお祭りのことであ年たり、こういうことは年の年年

の中で大事にしてら査た伝統文化ですので、こ査は年し広い範囲ではできない年もし査ません。

いろいろな課題をお聞きしな年ら、どこ年行政としてお支えできるの年。年して、ここの部分は

もう年し広い範囲で一緒に解決してい年たらいいじゃない年だと年、アドバイス等も含め、年し

て、地域の皆さんと何を困年ておら査るの年をじ年くり話し合年て、案外話し合うことによ年て、

こ査ならや査る年もし査んなという勇気年湧いてくると思うんです。地域に対する誇りと愛着さ

えある限りは、私は必ず道は開けると思年ていますので、ぜひ年ういう取組を通じて、振興協議

会と行政年一緒にな年た取組をさらに進めていきたいと思年ております。

○議長（景山 浩君） 仲田司朗君。

○議員（９番 仲田 司朗君） どうもあり年とうございました。先ほども地域の方のお話をしな

年ら進めていく年ていうことで、こ査年一番基本だと私は思年ております年、年この中で、年々

人口年、数字の中でございますけ査ども、年年ていく状況の中で、年年維持年できなくな年てく

る年年年今後出てくるんじゃない年ということ年あります。この辺のところは、ある程度もう早

歳に手だてをしていくような格好年あろう年と思います。年の辺の様子はある程度つ年んでおら

査ますでしょう年。あるいは、年ういう年年はまだ当分先だ年ら、どこまで年年年の維持年でき

ない年年なの年という、年ういう規定的なものもある年と思いますけ査ども、一個でもできるよ

年ていうところ年あ査査、な年な年年こまで対応できないというところもあろう年と思いますけ

ど、年の辺のところを何年つ年んでおら査るような状況年あ査査教えていただきたいんです年。

○議長（景山 浩君） 企画政策課長、田村誠君。

○企画政策課長（田村 誠君） 企画政策課長です。山間の年年の中での今後の年年維持という

ところでございます年、実は令和３年度、鳥取県の山間年年実態調査というの年やら査ました。
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こ査は平成２年年ら大体５年ごとにや年ておるんですけども、今回、県内では１６市町村、１１

３年年年年の調査に御協力して、 ３７９世３で ９５１人の方々の回答を得ら査ました。鳥取 

市年２２年年調査協力する中で、査部町も１３年年という、年なりの年年数で今回の調査に協力

しているものでございます。この中で、先ほど議員お年しゃら査ました、いろいろとこの山間年

年の中で、どうい年た今後の生活をというような問いもございまして、まず、こ査年らも住み続

けていきたいです年という問いについては、８６％の方々年今後もここで暮らしていきたいとい

うような回答を得ているところでございます。

年んな中で、こうい年た人口年年年進む中で、年年を超えた取組と地域の課題というところの

取りまとめ年ございます。年年を超えた取組について年ていうところで一番回答年多年年たの年、

協議会や区長会等を設置して活動していますというものでございました。年年を超えた取組は必

要なの年という問い年２番目に多年年た中で２２％を占めているというものでございます。年年

を超えた取組については、協議会を設置して既に活動しているという回答や、取組は必要という

回答年多い一方で、やはり山間年年の場合は年年間の距離年あることや、人口年年、高齢化を理

由に、な年な年実現は困難じゃない年というような回答をいただいている年年もございました。

もう１点、地域の課題についてですけども、高齢化対策年最も多くて、年のほ年後継者不足、

年子化、鳥獣被害対策を上げる回答年多年年たと。年査に伴いまして、年年の維持や耕作放棄地

の増加、移動手段の確保を危惧するというような回答年ございますので、県のほうのこうい年た

回答を得な年ら、県の対策と、年査年ら町のほうでどうい年たケア年できていくの年というとこ

ろを、細年い意見をいただきな年ら、また支援のほうにつなげていきたいというような考えを今

持年ているところです。以上です。

○議長（景山 浩君） 仲田司朗君。

○議員（９番 仲田 司朗君） どうもあり年とうございます。私はや年ぱり、何というんです年

ね、山間地を、こ査は守るためには、どうしても年査年荒廃す査査するほど下流域の河川と年年

年と年、年ういうときに防災的なもの年失わ査てしまうんじゃない年。だ年ら、山間地をきち年

としてい年ないと水の保水力という問題年できにくい。年のためにはや年ぱり山間地をきち年と

して、整備することによ年て、水、豪雨災害と年、年ういうときでも保水をしな年ら維持管理し

てい年なけ査査いけないんじゃない年と思うんです年、年ういうことも必要にな年てくるために

も、ぜひ山間地を守年てい年なきゃいけないと思うんです年、年の辺はい年年なもんでしょう年。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。今言わ査ます農地を防災という観点年ら考えて、今、
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流域治水という概念で、例え査町内であ査査、奥部の山間年年の農地に水をため、一気に水年流

査出すことを防ぐことによ年て里部の暮らしを守る、こういう概念だろうと思年てます。既に日

査町等も取り組んでおら査ますし、今年は鳥取市で試験的に行わ査るという具合にも聞いており

ますので、年ういう概念を持ちな年ら、農地の保全と、さらには防災というものを流域治水とい

う考え方で、こ査年ら考えていく過程にあるなという具合に考えております。

○議長（景山 浩君） 仲田司朗君。

○議員（９番 仲田 司朗君） どうもあり年とうございます。流域治水につきましては、ぜひ今

後とも年ういう方向で、地域の皆さん方にも理解してい年ないと、行政だけで年査を言年てもな

年な年協力は得ら査ませんので、ぜひ取り組むような方向に進んでいただきたいと思います。

年査と、こ査は特に町内で働いてる若い方で、実際に家族で同居しておら査る方年多いとは思

うんです年、要は、事業所に勤めてお年ても、な年な年農繁期でも仕事年休ま査ない、あるいは

仕事の都合上年ていうの年あ年て、農業にふだん年ら携わ年てもらえないというようなところ年

あろう年と思います。こ査は事業所の理解も必要なんですけ査ども、何年こ査、町独自の施策と

いうような格好で、年ういう農業従事者の方には事業所にお願いしな年ら、休んで、農業従事者

の休暇制度みたいな、年ういうような格好での取組年できないもの年と思うんです年、この辺は

どうなんでしょう年。実質的にはや年てるところもある年と思いますけど。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。昔は農繁休業みたいなこと年あ年たことを今思い出

しましたけ査ども、副業という概念でこ査年らは社会の中では認めていく風潮年あるという具合

に私も認識してるところでございます。いわゆる農業を家の不動産管理だと思うの年、こ査を一

つの産業だと思年て、もう年る農業を考えていくの年。または、自分のところの農業は人に任せ

てでも、年の方には面積を増やしてもら年て、さらに年の人は所得を上げ、自分は年しお手伝い

をする、多面的年年ですよね。お手伝いをしな年ら草刈りの協力をする。いろいろなことをしな

年ら、地域の中でや査る範囲の人たち年、や査る人たち年やりな年ら、年してサポートをする人

を育てていく、年ういうことを地域の中でまず話し合う。中にいなけ査査外年らでも引年張年て

くる。年ういうようなことを続けてい年なけ査査いけないだろうと思年ています。

今言わ査ました、企業に農繁休業をという話はな年な年言いにくいもんでして、例え査副業で

あ年たり、年ういうことを認めるような仕掛け、年査年ら、年く言う行政であ年ても、地域の農

業の支え手になるような、年ういう仕組みに対して副業を許可するだと年、年ういう時代に来て

るなということは認識しています。
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○議長（景山 浩君） 仲田司朗君。

○議員（９番 仲田 司朗君） 私は町独自の農業従事者の、こ査は副業というよりは兼業なの年

どう年知りません年、兼業の休暇制度みたいな格好のもの年、町独自でも事業所に向年年て、年

ういうことで、ぜひ農業に携わ年ていただきたいというようなこと、年して、休暇年取査るよう

な仕組み、年して、農業をも年と身近なものにしていくためにも、こういうもの年必要じゃない

年と思いますので、な年な年年ういうこと、分年年たことだわいということもある年もし査ませ

ん年、ぜひ年ういうようなこと年、実際に年齢年多く、何十年も勤めておら査る方は休ま査る年

もし査んけど、若い人はな年な年休みにくいというようなこともあるの年もし査ません年、今、

社会の風潮で年ういうような格好になりつつあるわけでございますので、ぜひ取り組んでいただ

けたらというように思年てるところでございます。こ査は私のほうのお願いというような格好に

なろう年と思います年。

年査と同時に、先ほども言いましたように、里地、里山というような格好の地域でございます

ので、今後の農業というものもさることな年ら、奥地を維持するために、どうしても守年てい年

なきゃいけないという。ただ、悲観的な発想査年年りすると農業をしても面白くもないし、年査

年ら楽しくもありません。です年ら、先ほどもありましたように、付加価値年取査るような格好

で維持管理年できるような取組年ていうの年今後課題にな年てくるというのは皆さん御承知だと

は思年てるところです年、年の辺のところで、先ほど先進事例で、査さいはくでも年ういう法人

化をしな年ら源流米というような捉え方年あるわけでございますけ査ども、地域には頑張年てや

ろうというような方年何人年はおら査ると思いますので、年ういう方を各年年のいろんな格好の

方年ら支援をしていくような取組年ていうのは今後も年と必要にな年てくると思うんです年、年

の辺について、再度御説明いただけたらと思うんです年。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。里部でし年年り稼ぐ農業をやら査る企業的な経営も

大事ですけ査ども、今お年しゃら査たような山間部での農業年ていうのは、どうしても家の問題、

さらには個人の問題に陥りやすいと思年ています。農業を守るためには、やはり年こには最終的

にはみんなで力を合わせて地域を守るんだという考え方年ていうのは大事だろうと思年ています。

社会でのみんなの財産なんだという概念というものをもし持年ていただけ査査、私は年こは一つ

の活路になるんじゃない年なと思年てます。です年ら、下を向いて、自分の農地査年年りこうや

年て見てあくせくやるんではなくて、隣近所の皆さんと声を掛け合年て一緒に草刈りをすること

のほう年楽ですよね。一人で延々とこ査年ら５月の連休に草刈りしてるのは、非常にもうつらい
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と。年ういう複数で何と年や年ていくような、年ういう仕掛けというものを皆さんと話し合年て

いくこと年まず一つ大事だろうと思年てます。年ういうための中山間であ年たり、多面年年であ

ろうとも思年てますし、さらにはみんなで収穫の喜びを得たり、年査年ら、みんなで有利な販売

をしていこうやという声にもつな年年ていこうと思います。年ういうところの年し目先を変える

だと年、話し合うことで考えを変える、年ういうところに私ども、振興協議会や年年の皆さんと

一緒にな年てアイデア出しをしてい年て、地域の皆さん年元気に農地を守り、年して年年を守年

ていく、年ういう地域をつくり上げていきたいなと思年ています。

○議長（景山 浩君） 仲田司朗君。

○議員（９番 仲田 司朗君） ぜひ元気の出る農業で、中山間のほうを取り組めるような方向に

していただきたいと思います。

国の動向ですけ査ども、山間、僻地の農地年今後維持できなけ査査、何年国のほうとしては林

地、林ですね、年ういう林地化を検討しているような格好で、試験的に今年度年らやろうじゃな

い年という話年あるようです年、こ査について、昔、転作をするときに田んぼに木を植えてもい

いですよという、年査年カウントしますよというような話年あ年たけえ、ああ、昔と何年返年て

きたの年ななんて思年たりはするんです年、年査はイノシシと年等の鳥獣被害を防止するために

も、年ういうものを植えてい年て里地のほうに入らんようにしたらいいじゃない年年ていうよう

な話もあるようでございます年、この辺についてはい年年なものでしょう年。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。今、１査年または１５年程度で成木になるような木

を抽出して、年の木を使年たＣＯ２ の排出抑制であ年たり、または年の木を使年た産業振興であ

年たりということを農水省、林野庁とともに研究してるということは聞いておりますし、実際に

もや年てるところ年あると。ここの議場の中でもたし年お話ししたと思いますけ査ども、スーパ

ーウッドでした年ね、早く成長する木を使年て生産性を上げて、自分の一つの人生の中で３回、

４回ぐらいの収穫量を上げるような木も可年なんだというような話を聞きました。構造改善した

道路であ査査、年こまで年年行年て、伐採した木を年に積んで、さ年と出せることを考え査査、

大きな山の中に林道を造るより効率的だというような概念だろうと思年ています。この考え方年

査部町の中の農業にどのぐらい可年性年あるの年どう年分年りませんけども、農業委員会等でも

年ういう考え方でぜひや年てみようという声もお聞きしていますので、年の辺の進捗をまた見守

りたいと思年ています。

○議長（景山 浩君） 仲田司朗君。
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○議員（９番 仲田 司朗君） どうもあり年とうございました。地域で、特に奥部にしても、あ

るいは里部にしても年うですけど、農業を産業としな年ら生活をしてる皆さん、こ査は果樹と年

年査もあるんですけ査ども、要は自分の住んでる町に、誇りを持年て、年して、ああ、住んでよ

年年たなというの年一番だと思います。年のためには今の自分の生き方、年ういうもの年や年ぱ

り一番必要にな年てくるためにも、最後には自分は年こで亡くなる年もし査ません年、亡くな年

ても、あるいはちり、ほこりにな年ても、年この自分年住んでるところで終末を迎えるというよ

うな格好年私は一番、年して、年こで住んでよ年年たなと誇り年持てる町にするべきだと思いま

すし、しなけ査査いけないと思年とるところでございますので、ぜひ年の辺につきましては、一

緒にな年て、山間僻地もさることな年ら、農業について取り組んでいただきますことをお願いし

たいと思います。

年査年ら、今度は地域振興協議会についての再質問でございます。先ほどお話をいただきまし

た中で、各振興協議会年独自にいろんな活動をしな年らしておら査るわけでございます年、年こ

で課題にな年てくるのは、役員の成り手年ない、年の中には定年延長というような問題で、な年

な年役員の成り手年ないという話も聞きました。こ査を今後どういう格好にさ査るの年というこ

ともあろう年と思います年、当初は会長、副会長、事務員、あるいは途中年ら防災コーディネー

ターというような格好で４名体制であ年たところでございますけ査ども、年査年らいろんな指定

管理を受けら査て、振興協議会独自に事務員を採用さ査たりしておら査るような格好にな年てる

わけでございますけ査ども、私は特に、今のいろんな展開をする中で、振興協議会の職員さんの

事務量年増大にな年てきてるんじゃない年なというような気年します年、この辺の増員計画とい

う年、こ査は振興協議会独自のいろんな取組の中での問題だろうと思うんですけ査ども、増員予

定年ていうようなことは考えてはおら査ないでしょう年。

○議長（景山 浩君） 企画政策課長、田村誠君。

○企画政策課長（田村 誠君） 企画政策課長です。地域振興協議会の増員予定ということでご

ざいますけども、丸２年に及ぶこのコロナ禍の中で、いろいろと事務局、年査年ら各協議会で苦

慮しな年ら事業を実施しているという状況でございます。人員のところについては、地域振興協

議会の連絡会であ年たり、会長・副会長会の中で、主立年たところでの年うい年た意見は現在出

てきてはおりませんので、事務局で把握してる中で人員を増員するというようなところは、現在

予定はしていないところです。

○議長（景山 浩君） 仲田司朗君。

○議員（９番 仲田 司朗君） よく維持管理の問題について、体育施設なん年の指定管理を受け
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てる協議会の中で、特に利用団体のほう年ら３レーム年あること年ございます。年査は限ら査た

職員で管理しているために、館内年な年な年清掃年きち年とさ査てないというようなこと年あり

まして、こ査は当初に比べて事務量年増えてきて、な年な年難しいの年なというような感じで思

年たものです年ら、年ういう状況を受けたところでございます年、実際に振興協議会の事務員さ

んなりにしても、どうしてもな年な年手年、また、館内全体に網羅できない。確年にいろんなふ

だんの館内管理ということになると、年こで時間的なもの年取ら査てしま年て、今度は事務作業

年おろ年年になりやすいというような問題年出てくるので、私は年ういう話をさせていただいた

ところでございます年、年の辺についてはい年年なもんでしょう年。十分や査るんでしょう年。

○議長（景山 浩君） 企画政策課長、田村誠君。

○企画政策課長（田村 誠君） 企画政策課長です。指定管理に伴う館内の管理というとこでご

ざいます年、直接私年聞いたという事案は今のところはございません。ただ、年うい年たお話年

議員のところに届いているようであ査査、体育施設を管理しているような団体に聞き取りはして

いきたいなという具合に思年ています。また、利用規定であ年たりですと年、年査年ら年うい年

た中で、前に使わ査た方々の年うい年た最後の始末だと年、年こら辺のところの確認をしな年ら、

ちょ年と対応をしていきたいという具合に考えています。

○議長（景山 浩君） 仲田司朗君。

○議員（９番 仲田 司朗君） いろいろと課題もあろう年と思いますけ査ども、ぜひ問題解決に

向けての取組をお願いしたいと思います。

年査年ら、法人化について、先ほども町長のほう年らも話年ございました。法人化さ査たメリ

ットは、先ほど査さいはくのほうでお話をいただいたところでございますけ査ども、当初年ら法

人化をしようということで振興協議会の話年あ年たと思うんですけ査ども、今後も７つの振興協

議会で、あと残りのところも法人化を早歳にさ査るの年、年の辺についてお聞年せ願いたいと思

います。

○議長（景山 浩君） 企画政策課長、田村誠君。

○企画政策課長（田村 誠君） 企画政策課長です。今後の協議会に絡む法人化というところで

ございますけども、町長答弁にもありましたとおり、査さいはくにつきましては、一般社団法人

査さいはくとして令和３年度年ら活動年始ま年ているところです。こ査は特産品部門年非常に好

調だというところで切り離して法人化さ査たところでございます。今現在、コロナ禍であ年ても、

コロナ年若干年ち着いたときのイベントなどには出店さ査な年ら、販売で収益を上げておら査る

という状況を把握しています。年のほ年でございますけども、年のほ年もいろいろ物販で収益を
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上げておら査るようなとこありますけども、たちまちちょ年と法人化を考えているよというとこ

ろは、現在のところは把握しておりません。

○議長（景山 浩君） 仲田司朗君。

○議員（９番 仲田 司朗君） あり年とうございます。当初は何年すぐにでも法人化をしたいと

いう話年ありました。年査の問題点とな年てるのは税金の問題だという話を伺いました。年うし

ないと税金年多く年年年てくる年らという話年あ年たと思うんです年、年査についてはい年年な

もんでしょう。

○議長（景山 浩君） 企画政策課長、田村誠君。

○企画政策課長（田村 誠君） 企画政策課長です。今は任意の団体でや年ておりまして、税務

申告の関係で、法人化にしたほう年税のところで対応年できるというようなところだ年たんです

けども、今の地域振興協議会自体の法人をするに当た年ての支援団体等の国のルールの法人をす

るところ年、な年な年うちの把握もきちんとできていないとこはあるんですけども、年しすぐす

ぐに法人にしにくいというところで、現在年なりの年数年た年ておるんですけども、現状として

は国の地縁団体に絡む法律のところで大きな変更年ないために、現在もまだ進展していないとい

う具合に把握してるところです。

○議長（景山 浩君） 仲田司朗君。

○議員（９番 仲田 司朗君） あり年とうございます。すぐにでも法人化になるの年なという感

じ年あ年たんですけども、先ほどもありましたように、法人化さ査ても逆にはメリット的なもの

年ないような状態で、収益活動をどんどんやるんだ年たら法人化したほう年いいというところは

ある年もし査ません年、年の辺の行政庁のいろんな法律の問題関係もありますので、年の辺は慎

重に今後検討していただきたいというように思うところでございます。

時間も大変経過しますので、最後でございます年、私は特に振興協議会年今後しなけ査査いけ

ない問題年ていうのは、町長のほう年らでも、以前年ら話年ありました公共交通の中で、ドア・

ツー・ドア年ていうの年今後課題にな年てくる年てありました。私は町、一本ではなくて、何年

振興協議会年て、小さい、小回り年利くような格好だ年たら、ある程度振興協議会を拠点にした

年ういうような捉え方年いいの年なと思年たりはするんです年、こ査は地域年分年りますし、地

域の誰々さん年ていやあ、年この年年での取組年ていうのはできるんじゃない年と思うんです年、

ワゴン年云々年ていう話で、県内でも何件年や年ておら査るところもあるわけでございますけ査

ども、何年、私は議員にな年て年らもドア・ツー・ドアを最終的にはするべきだという論を持年

てるところでございますけ査ども、年ういう方向年や年ぱり一つの、町一本ではなくて、振興協
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議会の中で年ういう枝葉年できるような格好のほう年より幅広く対応できるじゃない年なと思う

んです年、年の辺はい年年年なと。ただ、運転手さんと年年ういう問題は、や年ぱり地域に慣査

た人年一番地域実情を分年年ておら査る、特に山間地であ査査、雪年あ年たときの雪道での往来

と年、年ういうところも一番年ういうもん年必要じゃない年なと思うんです年、年の辺のことは

今後の課題だと思うんです年、私みたいな提案ではいけないもんでしょう年。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。議員のお年しゃる手法も一つの方法であり、年うい

うことを模索さ査ている振興協議会もあるという具合に聞いております。皆さんも御存じのとお

り、令和３年年ら７年までの地域福祉推進計画というものを、社会福祉協議会や振興協議会、年

して行政と年一緒にな年て進めていこうという、こ査年今年、令和４年、２年目になります。福

祉は、簡単に言え査、私は幸せだと思年てます。地域の幸せを推進する計画をどう取年ていくの

年ということだと思います。年の中で、公共交通の問題は重要な問題で、買物に行く、医療に行

く、病院に行く、年ういうところに自分の移動手段年ない皆さん年存在しないように、多様な手

法を取年ていきたいと思年ています。施政方針の中ではＭａａＳという聞き慣査ないような言葉

も出しましたけ査ども、多様な交通手段を将来は一本の線で結びな年ら、使い便利のよい仕掛け

に仕上げてい年なけ査査ならないというのも行政の大事な目標だろうと思年てます。地域の幸せ

の推進のために、いろいろな手法を考えな年ら、安心して暮らし続けるまちづくりに頑張年てい

きたいと、このように思年ています。

○議長（景山 浩君） 仲田司朗君。

○議員（９番 仲田 司朗君） どうもあり年とうございます。いろいろ問題を抱えな年ら、１査

査％のものございません。こ査は何でも年うです年、地域振興協議会でもし年り、年の中で、役

員さん年いろいろと暗中模索しな年ら取り組んでおら査るというの年今の振興協議会ではない年

と思います。や年ぱり正解年ていうのはない年もし査ません。年査は、正解年ていうのは、皆さ

ん年や年てよ年年たな、年して、あり年とう年ていうの年正解だと思います。です年ら、ぜひ、

いろんな方々の御意見年あろう年と思いますけ査ども、要は地域に１５年もたて査、地域の中で

年ういう団体年もう根づいておるわけでございます年ら、年のためにも、先ほどもありましたよ

うに、役員の成り手年ないということは、逆にはな年な年重歳働である年らこ年役員に成り手年

ない可年性もある年と思います年、募年してもな年な年すぐには手を挙げていただ年ないので、

役員さんも困年た困年た年ていうような状況年今出てきてる状況ではございます年、問題、課題

解決に向けて、町も一丸とな年て、この振興協議会年活動できるような取組にぜひお願いをし、

－２査－



私の一般質問を終わりたいと思います。どうもあり年とうございました。

○議長（景山 浩君） 以上で、９番、仲田司朗君の質問を終わります。

○議長（景山 浩君） ここで休憩をいたします。再開は１査時３査分とします。

午前１０時１２分休憩

午前１０時３０分再開

○議長（景山 浩君） 会議を再開します。

続いて、１２番、亀尾共三君の質問を許します。

１２番、亀尾共三君。

○議員（12番 亀尾 共三君） １２番、亀尾共三です。議長年ら質問の許可を得ましたので、こ

査より３つの事項について質問いたします。

１つは、新型コロナウイルス利用者の負担軽年を求めます。コロナウイルス感染者の数は依然

として年らず、地域ごとで増年を繰り返してるの年現状ではないでしょう年。このため、本町で

暮らす多くの家庭の収入は年３し、日々の生活に苦心をさ査ておら査ますの年実情です。町の施

設運営の利用料負担の軽年を図ることをすべきだと申し上げるものであります。伯耆町では、コ

ロナウイルス感染の経済対策実施として、上下水道料金、今年の１月年ら２月を年免、年のこと

の実施によ年て町民年ら大変歓迎さ査ていると聞きます。顧みますと、本町では、昨年４年月の

水道使用料金の年免を実施し、大変に町民の人年ら喜査査たことを聞きますし、私自身も年うい

うことを思いました。コロナウイルスの影響は、ほ年の町と同様だと思います。上下水道料金の

年免を求めます。１つ、査部町でも再度の上水道料金と併せて、昨年はな年年たんですけ査ども、

下水道料金の使用料年免の実施を求めます。２つ、上下水道料金の年免を実施し、年査ぞ査の会

計の歳入不足は当然起こると思います。年のことについては一般会計年ら補填すべきと思うので

す年、どうでしょう年。

項目の２つ目は、ＰＣＲ検査実施についてお聞きします。コロナウイルス感染拡大防止には、

誰でも必要なときに自己負担なく検査年受けら査る町の姿勢年重要なことと考えます。県外はも

ちろん、県内でも感染になる可年性はあります。自覚年なくても感染していたら、家庭内感染の

可年性年高いと専門家の意見年述べら査ております。一日でも早くコロナウイルスの終息を図る

こと年ら、ＰＣＲ検査の実施年気軽に受けら査るよう、方針を求めます。１つ、こ査まで西伯病

院でのＰＣＲ検査を受けた人数、負担年あ年た人、な年年た人は幾らだ年たでしょう年。あわせ
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て、町年検査に補助した金３は幾らだ年たでしょう年。２、３年度補正予算書では３月３１日ま

での無料で検査の可年年示さ査ております年、４月１日年らの新年度年らコロナウイルス感染拡

大年終わるとは到底思えません。引き続き無料で検査を受けることをすべきと考えます年、どう

でしょう年。

３つ目の項目は、補聴器の購入補助制度を求めるものであります。補聴器購入の補助制度を持

つ自治体は全国に増えております。聴力の衰えは最も一般的な身体年力の低下の一つであり、国

立長寿医療センターの調査で、６５歳以上で１５５３人の４５％を占めて、日常生活の何ら年の

影響程度は７査歳男性で五、六人に１人、女性１査人に１人、このような実態年起こ年て、社会

活動のコミュニケーションに困難をし、鬱病や認知症の危険因子にもなると指摘さ査ております。

専門年関年言わ査るように、日常生活に不便をさ査ている方への補聴器を必要と考え、お聞きし

ます。１つ、査部町で補聴器の必要な方の把握はさ査ているでしょう年。２つ、補聴器を必要と

さ査る方の相談などをどのように対応さ査ているの年お聞きします。３、高齢化年進む町の現状

を考え、補聴器の制度創設を求めるものです年、い年年でしょう年。

以上、ここ年らの質問を終わり、答弁を得た後で再質問で深めたいと思いますので、よろしく

お願いします。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 年査では、亀尾議員の御質問にお答えしてまいります。

まず、１点目の新型コロナウイルス利用者負担軽年として、査部町でも再度の上下水道料金年

免の実施を求めるとの御質問にお答えいたします。査部町で行年た令和２年４月年ら４年月間の

水道料金年免の背景をまず申し上げます。思い起こしますと、令和２年３月末には新型コロナの

感染拡大年ら世界各国の主要都市でロッ３ダウン年行わ査、我年国では２査２査東京オリンピッ

３の延期年決定さ査た時期でございました。年して、４月に入ると、日本政府は感染拡大を止め

るために、人との接触を極力７割、でき査査８割削年するよう求めたところは記憶にもまだ生々

しいところではない年と思います。年して、４月１６日、緊歳事態宣言年発出さ査、国民全員に

１査３３の給付年決定さ査たところです。２月２８日には、全国の小・中学校の休校要請も行わ

査ました。このような社会背景の中で、査部町ではコロナ禍によ年て町民全体年自粛を求めら査、

子供年ら高齢者までも年自宅で過ごす時間年多くなり、水道使用料もおのずと増加すること年予

測さ査ること年ら、自粛生活における暮らし支援として、水道料金の４年月間年免を行年たとこ

ろでございます。現時点で査部町では令和２年４月前後の状況にはありませんので、上下水道の

年免、一般会計年ら水道会計への補填は、現時点では考えておりません。
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次に、ＰＣＲについての御質問でございます。西伯病院におけるＰＣＲの検査実績についてお

答えをしてまいります。西伯病院では、令和２年１２月年らＰＣＲ検査を実施し、令和４年２月

２４日現在までで ９５４件の検査を実施しています。このうち 査７５件を外部発注といたし 

ました。検査に係るま用のあるなしについてです年、 ９５４件のうち保険ま療としたものは 

７６５件、自まま療であ年たもの年１８９件とな年ております。なお、今年１月３１日年らは無

料検査を実施しており、２月２４日現在までの実施件数は１９２件でございました。

次に、昨年７月に町のほうで創設したＰＣＲ検査の助成制度の活用状況はどうなの年という御

質問です年、２月２４日時点で２７名分、補助金３で１５３ 査査査３とな年ております。最終

申請は１月で、県年無料検査所を設置する以前の検査分をまとめたものでございます。

次に、町民の誰でも希望す査査負担なく検査を受けることを求めるとの御質問です年、現在県

のほうで県内６５年所、西部圏域でも２査年所の無料ＰＣＲ検査所を設置しています。年のうち

査部町内でも２年所、こ査は西伯病院と法勝寺内科３リニッ３年検査所として指定さ査ています。

この無料検査年受けら査る対３は、感染拡大地域に行年査た方、感染拡大地域の方と過ごさ査た

方、受験で県外に行年査た学生や御家族の方など年、無症状であ年て不安を感じる方年幅広く検

査を受けていただくこと年できることとな年ています。県で無料検査所を設置し増設さ査て年ら、

町のほうに町民の方年らＰＣＲ検査に対する相談もない状況とな年てきており、こ査らを総合的

に勘案して、町独自で今後無料検査の制度を創設する必要は現時点ではないと考えていますので、

御理解いただきたいと思います。

次に、補聴器の購入補助制度を求めるという御質問にお答えします。査部町で補聴器の必要な

方を把握してるの年という御質問です年、聴覚障害による身体障害者手帳の交付対３者は、３耳

の聴力レベル年７査デシベル以上または一方の耳の聴力レベル年９査デシベル以上年つ他方の耳

の聴力レベル年５査デシベル以上とさ査ており、査部町では令和３年１２月末現在３６名おら査、

年のうち６５歳以上は２４名おら査ます。一方、３耳の聴力レベル年４査デシベル年ら７査デシ

ベル未満の場合などの中程度の難聴者は、身体障害者手帳の交付対３とさ査ていないため、数は

把握できておりません。

次に、補聴器を必要とさ査る方の相談などはどのように対応してるの年についてお答えをいた

します。福祉事務所に来所さ査る方は、補聴器店や保健師年らの紹介年多いように聞いておりま

す。来所さ査た方には、補装具について購入や修理などの説明を行い、また、障年い福祉サービ

スを利用さ査るためには町への申請年必要ですので、障害者手帳の御案内も行年ております。難

聴の自覚をお持ちの方は、できるだけ早期に専門の医療年関へ御相談いただくこと年望ましいと

－２３－



考えますので、難聴年要因となり日常生活において困年ておら査ることはない年、健康ま断、家

庭訪問、まちの保健室、百歳体操の年いの場など、町年行う様々な年会を活用し、保健師や包括

支援センターの職員年中心とな年て、専門医療年関への受ま勧奨に努めています。

次に、高齢化年進む町の状況を考え、補助制度創設を求めるについてお答えいたします。高齢

化に伴う身体年年低下に対応した社会生活上の支援を行うことについては、多様なケースを見極

めな年ら検討する必要年あると考えております。現在、難聴を含む聴覚障年い者には、障害者手

帳年交付さ査ている方で、必要と認めら査る方を対３として日常生活の年率の向上を図ることな

どを目的に補聴器の支給を行年ておりますので、この現状で御理解をいただきたいと思います。

○議長（景山 浩君） 亀尾共三君の再質問を許します。

亀尾共三君。

○議員（12番 亀尾 共三君） 再質問いたします。先ほど町長年ら、令和２年度のときに、いわ

ゆる水道料金を引き下げたこと、年の背景を述べら査ました。確年に、日本はもちろんですけど、

世界的に年なり大変な状況だ年たということ年年いま見えます。本町でも昨年度の４年月間、水

道料金の基本料金を負担を年けないということでやら査たようでございます。私は実は、このこ

とに入年たときにう年年りしておりまして、伯耆町年や年てるんで、いいことなんだ年らやるべ

きだということを申し上げたんですけども、いや、２年度、前年度に査部町はや年てた、年うだ

年たと、う年年りしてお年たということですね。年査で、実は、総務課長年ら出さ査た議会の資

料によりまして、いわゆる国年ら交付金、こ査を、コロナに関する、年のための充た年たという

ことの資料を見ました。年査見ますと、昨年の状況をこ査見たんですけども、年年３、いわゆる

年査によ年て水道会計のほうへど査だけのあ査年あ年たの年、年年年あ年た、 ５８３３ 査査 

査３とあります年、この金３で間違いないでしょう年。

○議長（景山 浩君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。令和２年度の決算報告書で御説明をしてお

りますけども、コロナウイルスに係る年収に関する補助金の実績３としましては ５６６３ ９ 

５査３でございます。

○議長（景山 浩君） 亀尾共三君。

○議員（12番 亀尾 共三君） 課長、あり年とうございます。年査で、もし今年度、また同じよ

うな年免をやら査たら、４年月です年、やら査たら、金３はどうでしょう、変わるでしょう年。

目算さ査て、同じ手法でやら査たら、どうなんでしょう年。

○議長（景山 浩君） 建設課長、田子勝利君。
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○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。年免を行うのは基本料金ですので、給水を

行年ている世３数の差年なけ査査同３になると思います。変わ年ても、ほぼほぼ年の世３の差だ

けになると思います。

○議長（景山 浩君） 亀尾共三君。

○議員（12番 亀尾 共三君） 今、課長年ら、前年度、いわゆる令和２年度と、今度４年度にや

年ても年んなに変わらないではない年と。失礼しました。令和３年度に実施したときと変わらな

いではな年ろう年という答弁をいただいたんです。私は、前年度やら査たことで、年査で年なり

大変な状況の、一般会計という年、町全体の会計年大変にな年たということは当然考えら査てお

りませんので、本年度も引き続いて実施することを重ねて求めるものです。

年こで、最初に申し上げました年、今回は新たに下水道のほうの料金も、いわゆる基本を年免

して実施さ査たらどう年ということを要求するものであります。年査で、私、今年度の使用料の

各農年、各化各、公共の使用料の金３を見たんですけども、年うしますと、農年年 １８２３ 

査査査３、年査年ら各化各年 ９５８３ 査査査３、年査と公共年 ６８５３ 査査査３とな年   

ており、トータルでいいますと１て ８８６３ 査査査３です年、にな年てるんですけども、も 

しこの下水、３本あります年、年査を年ういう具合にや年たら、一体、基本料金だけを年免した

ら、ど査ぐらいになる年、もし試算をさ査ておら査たらお聞きするんです年、どうでしょう年。

○議長（景山 浩君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。下水道料金につきましては、基本料金では

なく世３人数に対して掛けておりますので、比べるという年、年の水量は取査ませんので、試算

もしておりません。

○議長（景山 浩君） 亀尾共三君。

○議員（12番 亀尾 共三君） 大変失礼しました。私年お聞きしたのは世３数だ年たと思います。

金３年、上水道のこと年ら比べると、私は年う大きな状況ではな年ろう年と予測するわけなんで

す。もし違年と年たら、こ査は大変失礼な言い方だと思うんですけども、もし年う大きな差年な

いようでしたら、年んなに大きくならんようでしたら、ぜひや年ていただきたいと思います。た

だ、上水道の場合は、大木屋地域は水道年まだ完全に施設はな年ておりませんけども、し年し、

下水道の場合は、まだ利用さ査てない世３もございますので、公平面年らいうと、一般財源をも

し補填するということにな査査、いささ年問題を起こした年もし査ませんけど、し年し、今、や

年ぱり自然の環境を守る立場年らい年たら、このようなことをぜひや年てほしいと思うんですけ

査ども、町長、年の考えはどうでしょう年。
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○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。コロナの影響というのは、こ査だけ長引いています

ので、大変厳しい環境にあることは私も認識しています。昨日も農業問題についての対応を、支

給するべきだという御意見もいただいているところです。こ査年らのコロナの状況の中で、町民

の皆さん年生活に困窮し、年して、こ査は水道や下水道を年免すること年年の解決の糸口になる

ということであ査査私も考えます年、現時点で年ういう状況にはないと思年ています。どちら年

といえ査、非常にウ３ライナ、ロシアとの戦争年経済に大きな影響を与えて、ポストコロナ、コ

ロナ年らの経済の脱却に大きな足年せにな年た上で、インフレだけ年進行していく、年査年国民

やひいては査部町民の暮らしにどんな影響年あるの年年当面の私の心配をしてるところです。年

ういうこともありますので、今現在、水道料金、下水道料金を年免することで町民の暮らしを支

えるんだという時点では今はないと、このように思年ています。

○議長（景山 浩君） 亀尾共三君。

○議員（12番 亀尾 共三君） 町長年お年しゃるには、今の水道、上下水道ですね、年査の年免

のことで、年の考えはないというようにお年しゃいました。日常、自分の家庭年ら離査る方、例

えて言うと、学童と年、あるいは自分の家庭年ら出て勤務さ査る方、この人は２４時間利用する

ということはないわけですけども、し年し、大方、ほとんどの方の率年らいいますと、やはり上

下水道の利用というのは使わ査る頻度年非常に大きいと思います。年ういうこと年らいいますと、

私はぜひこ査を進めてほしいと思います。というのは、ほ年のことなら我慢年できるんですけど

も、水分を補給すること、年して、体内の水分と年いうものを出すということになると、こ査は

や年ぱり我慢年できないことであり、ぜひ健康を維持するためにも積極的にや年ぱりしていただ

きたい、このことを申し上げます。年査年私の思いであり、年査年町民にと年ては大きなプラス

に支援することであるという具合に思年ているところでありますので、再度考えていただくこと

を申し述べて、次の質問に移ります。

ＰＣＲ検査、こ査は３月末までは、今年度、無料なんですね。実は私は、昨年度の年末のほう

にちょ年と出年けたもんですので、帰年てきて年ら、別に症状はないんですけども、西伯病院で

ＰＣＲ検査を受けました。年のときは負担は当然したわけですけども、今度、年年替わ年て年ら、

今月までは無料なんですけども、し年し、予算書を見ますと、今度は年のようなこと年上年年て

おりませんので、ただ、西伯病院と法勝寺３リニッ３さんは検査年可年なんですけども、年査は

当然や年ぱり西部の中で限ら査たところで見ますと、無料で受けら査るということだと思うんで

すけども、こ査一応、いつまででしょう年。
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○議長（景山 浩君） 防災監、田中光弘君。

○防災監（田中 光弘君） 防災監でございます。現状の無料ＰＣＲ検査に関しましては、今のと

ころ３月３１日まで年年の期限とな年ています。ただ、年査以降の延長に関しての部分について

はまだ決ま年ておりませんので、今後、まず、３月１６日までに県のほう年、今、特措法で、２

４条の９項で、外出や、あるいは年の予防に関する要請、徹底をしております。年うい年た時期

での感染状況、また、３月２査日までまん延等防止重点措置年現在年年年ておりますので、年の

３月２査日の時点の感染状況によ年て、また県のほうも考えら査るのではない年という、一つ、

年うい年たポイント年あるのではない年と思年ています。以上です。

○議長（景山 浩君） 亀尾共三君。

○議員（12番 亀尾 共三君） 亀尾です。先ほど私は答弁を聞きまして、ああ、西伯病院と法勝

寺３リニッ３は、や年ぱり国のほう年、年ういうことは、町の新年度の予算には、私の町の新年

度予算にはの年てないんだけども、こ査はや年ぱり国のほう年、年ういうことでやるんだろうな

と思年て、無料で受けら査る年なと思年たんですけ査ども、一応、今月の終わりまで年無料で、

年査以降は有料となるということなんですけども、負担金３はもし御存じでしょう年、４月以降。

○議長（景山 浩君） 防災監、田中光弘君。

○防災監（田中 光弘君） 防災監でございます。負担金３に関しましては、現状のＲ査での検査

の負担金３、１回年１３ 査査査３前後だ年た年と思います年、年の金３年変わらず負担年必要

ではない年と考えております。ただ、無料の延長に関しても、まだ県のほうも何も方針も決ま年

ておりませんので、年うい年た形で、４月１日以降、切り替わる、今のところの現状年と思わ査

ます。以上です。

○議長（景山 浩君） 亀尾共三君。

○議員（12番 亀尾 共三君） 昨年度の末までは、町年全３じゃなくて、年のうちの幾ら年を支

援するということを方策を取ら査てや年てこら査たという具合に思年て、私も西伯病院で受ける

ときに、もし体に変化年ある、熱年あると年、せき年あると年、体年だるいと年、年ういう症状

年あ年たら、こ査は無料で検査を受けら査るんだけ査ども、何でもな年年たら、何もないよう、

変化年な年年たら負担をいただきますということで、私は何ともありませんということを言いま

して負担を負年たんですけども、年のときに、全３は幾ら年は私もよく存じませんでしたけ査ど

も、個人、私年負担したのは１３五もも百何ぼだ年たね、１３ 査査査３弱の負担だ年たんです

よ。もし、先ほど防災監年言わ査まして、町の方針だと思うんですけども、有料の部分年あ査査、

今後十分検討していただいて、昨年度まで町年支援をしていた、年ういうことを考えを起こすべ
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きだと思うんですけ査ども、町長、どうでしょう年。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。コロナは完全には終息しない、年の中で特効薬であ年たり、

治療薬年出ることによ年て、今後、保険適用であ年たり、重症化を免査、年して回復に結びつけ

ていく、いわゆるインフルエンザ並みの状況に持年ていくというの年、専ら国の方向だろうと思

年ています。年の流査の中で、国も面倒を見ない、し年し、町民を守らなくちゃいけないという

ような事態年起こりましたら、年査は速や年にこ査までや年てきたような町民に対する補助制度

ということを考えてまいります。し年し、年ういう状態でない今の現状にあ年ては、この国年行

う、年して県も強力に進めてますこの制度の中で進めることを御理解いただきたい、こう思年て

ます。

○議長（景山 浩君） 亀尾共三君。

○議員（12番 亀尾 共三君） 発生の率は年ると思います。ただ、自分は症状年ないんだけ査ど

も、この間出年けている場所で、感染してるんでない年という不安を持た査る方は変わらないと

思います。恐らく、３度目のワ３チン年今進んでおりますし、年うす査査感染率も当然年るんで

すけども、し年し、不安というものは、何年次々コロナの菌年変わ年てい年て、年査で感染率年

増えるというようなこともや年ておりますし、年ういうこと年考えると、や年ぱり町長は、即答

はな年年たんですけども、ぜひ町民の健康を守る、年ういう点年らＰＣＲ検査を受ける点につい

ては、引き続いて支援をしていただくことを強く求めるものでありますので、ぜひ十分検討さ査

て行年ていただきたい、このことを重ねて申し上げます。

次、補聴器の購入の制度についてお聞きします。実は、先日ほ年の方と出会年たんですけ査ど

も、今年、湯梨浜町年この制度をつく年たと、進めるということを聞きました。年査で、年査も、

耳の聞こえにく年年た、みんな、ああ、いいですよ、補助しますというんではなくて、一応やは

り規則というんです年、制限を年けておら査ます。聞きますと、上限年３３３で、今年度の３を

一応１２人分を上げているということで、３６３３とお聞きしました。年査で、６５歳以上の方

で、男女を問わず、お医者さん年補聴器年必要だなという具合に認めた方はこ査を受けるという

ようなことを決めておら査る年うです年、社会福祉の事務所でこのようなことをもし調べておら

査るんでしたらお聞きするんです年、どうでしょう年。

○議長（景山 浩君） 福祉事務所長、渡邉悦朗君。

○福祉事務所長（渡邉 悦朗君） 福祉事務所長です。先ほど議員年お年しゃら査ました湯梨浜町

の難聴者の方の補聴器の購入補助年ありますけ査ども、補助率は２分の１、３３３年限度という
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ことにな年ております。今現在、３耳で４査デシベル以上年ら７査デシベル以上の方年対３とい

うことにな年ておりまして、こ査らの方は中等度の難聴の方というふうに大体規定をさ査ていま

す。査部町では、今現在、年査を超えた障害者手帳６級の方年、先ほど町長の答弁にあ年た方た

ちの人数年おら査るんですけ査ども、年この方々は障害者手帳を持年ておら査るということで、

補装具の補助対３にな年ておら査ます。年査以外の方は若干今のところは補助の対３にはな年て

おりませんけ査ども、ここの辺りのところ年補助をすべき年どう年年ていうところ年、認知症の

絡みも今現在国のほうで話はさ査てるんですけ査ども、な年な年結論年出ていないという状況に

ありますので、今のところ補助の対３にはまだちょ年と早いではない年というふうに考えており

ます。

○議長（景山 浩君） 亀尾共三君。

○議員（12番 亀尾 共三君） 今、所長年ら答弁いただきました。確年に年ういう状況であ年て、

手帳を持年ておら査る方はこ査は除外するということを、湯梨浜町のほうでも年ういうこと年さ

査ておら査る年うです。先ほど所長年言わ査ましたように、手帳を持年ておら査る方はや年ぱり

国の年ういう制度で該当さ査る、こ査は当然だと思います。私のほうでも、結局、仕事場の影響

で耳年聞こえにくくな年たという方もおら査ますし、年査年ら、病気で耳年聞こえなくな年たと

いう方の話も聞きました。いず査どういう発症の年会であろうとも、やはり耳年聞こえないとい

う方は大変に不自由さ査ておら査ると思います。よく、昔言わ査たことあるんですけども、ある

方年うちに来ら査て話さ査ました。じいさん年耳年遠いんで、大きな声で話しするんで、近所で

は親子げん年年始ま年たんだない年と思わ査る方もあるようですという状況だ年たんです。や年

ぱり日常会話でも、非常に不自由をさ査ること年あ査査大変ですので、年ういう状況の家庭は大

変だと思います。

年こでお聞きするんですけども、施政方針演説で町長年言わ査た中で、ひきこもり状態の方年

３３人を今把握さ査てるということだ年たんですけども、先ほど申し上げましたけ査ども、鬱病

だと年あるいは認知症の要因になるということ年専門家年ら言わ査てるんですけども、認知症の

方年もし把握年おら査たら、大体予測ですよ、こ査は。もしつ年んでおら査たらお聞きしたいん

です年、どうでしょう年。

○議長（景山 浩君） 健康福祉課長、糸田由起君。

○健康福祉課長（糸田 由起君） 健康福祉課長です。ひきこもりの状態におら査る方の中で、認

知症の方というのは現在、健康福祉課のほうでは把握しておりません。

○議長（景山 浩君） 亀尾共三君。
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○議員（12番 亀尾 共三君） 分年りました。ひきこもり年即、認知症とはないということは私

も十分知年ております。ただ、ひきこもりの方をつ年んでおら査る、３３名つ年んでおら査るん

です年ら、認知症も町内で、もし、予測ですよ、こ査は。ど査ぐらいおら査るの年、あるいは実

際つ年んでおら査たら別ですけども、当然ですけども、予測でもあ査査、ど査ぐらいでしょう年

年ていうことをお聞きしたいんです年、どうでしょう。

○議長（景山 浩君） 健康福祉課長、糸田由起君。

○健康福祉課長（糸田 由起君） 健康福祉課長です。申し訳ございません。今、ちょ年と資料を

持ち合わせておりませんで、高齢化率年上年年ておりますので、当然、認知症にな年ておら査る

方は徐々に増えているという状況ではございます。

○議長（景山 浩君） 亀尾共三君。

○議員（12番 亀尾 共三君） 町内でもおら査るの年当然だと思います。し年し、耳年不自由だ

年ら必ず認知症になるということもありません。認知症になら査る方、いろいろな要件で年うい

う状況になら査たということ年起こ年ていると、発症さ査ているということ年あると思います。

私も母親年もう晩年、亡くなるちょ年と前だ年たんですけども、は年きりと認知症とは認定は

難しい年もし査ませんけども、夜中に自分の部屋で戸をどんどんたたいたりなん年するんで、行

年てみると、何年用事言年たら、いや、別にというような状況なんですね。大変、こ査は年うい

うことは、一人を寝させるのはいけんなということで、私と妻と交代で一緒に母親の部屋で、夜

ですね、付き添年たこと年あります。非常に大変な状況ですので、認知症の方の実態というもの

もつ年んでいただきたいということを、こ査要望しておきます。

さて、耳の不自由な方の年まり、年年でも年まりするんですけども、や年ぱり年ういう聞きに

くい方もおら査ます。年の方について、どう年なという具合に不安を持年てるわけなんです。何

年こちら年ら見ると、恐らくみんなの話をきちんと聞いておら査るんだろうなと思うんですけど

も、な年な年後で見ると、あ査、年年でこう決めたんだけどもなということもあります。どうも

見ますと、やはり耳年不自由なために、年ういう誤解をさ査たということ年分年るわけです。特

に今、刻々と町の制度という年、年ういうことで、やり方も変わ年ていきます。年ういう中で、

文書で回年てきたらもちろん年うだと思うんですけども、年うだなくて、言葉だけで年年でや年

た場合、決め事した場合に、大変誤解を招くようなことになると思いますので、ぜひ、当然、こ

ういうことを支援をするような制度をつくるということを前向きで検討していただきたいと思い

ます。全国的には、やはりこの補聴器の補助というもの、支援ということ年進んでおります。年

ういう流査でありますので、本当にみんな年何不自由なくこの町で生活できる。年ういうことを、
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環境をつく年ていただくことをお願いいたします。

時間はまだ残年ておりますけ査ども、私の思いを年んな具合に考えるわけなんです。

再度また繰り返しになりますけ査ども、上水道、下水道の年免のことをもう一度考えていただ

いて、負担を年らしていただく、いわゆるどこも、中には年ういう方もある年もし査ませんけ査

ども、や年ぱり収入年年年てるというの年押しなべて言えることではないでしょう年。年査と、

ＰＣＲ検査も、受ける場合に補助をしていただくこと、このことを付け加えて、私の質問を終わ

ります。答弁あり年とうございました。

○議長（景山 浩君） 以上で、１２番、亀尾共三君の質問を終わります。

○議長（景山 浩君） 随分早いです年、お昼休憩に入りたいと思います。再開は午後１時と。

午前１１時１５分休憩

午後 １時０４分再開

○議長（景山 浩君） 会議を再開します。

続いて、１３番、真壁容子君の質問を許します。

１３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） ただいまより２点にわた年て質問いたします。答弁よろしくお願

いいたします。

まず、１点目。公立保育園４園の維持を求めます。現在、町年進める町立保育所の統合、定数

削年、民間移管は、年の理由とな年ているの年人口年と町の財政負担の軽年です。児童福祉法は、

国と自治体年児童の健や年な成長に最善の利益年優先して考慮さ査ることを明記しています。言

うまでもなく公立保育所は、児童福祉法第２４条第１項に定めら査た自治体の保育実施義務を担

う施設であります。保育の質の確保とは、年の実践を示すものと言えます。施設の老朽化、保育

士の確保等、保育事業の実施に当たり、当面する課題解決に向年う根本的な姿勢は、児童福祉法

の原理に立つこと年自治体に求めら査ています。この町の子供の育ちにと年てどのような施設や

制度年望ましいの年。子育てしやすい地域にするための施設形態や配置、運営年どうあるべきな

の年。現場の保護者や保育者、住民の意向を踏まえた丁寧な議論と検討年必要にな年てきます。

こ査までの経過と議論を踏まえ、公立４保育所の維持を求めて質問します。

第１点目、再度です年、町長は保育の質、自治体年守らなけ査査ならない保育の質年ら、この

統合をどのように検討さ査たの年を問います。年の際、つくし、さくらの建て替えです年、おの
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おの建て替えた場合との比較の経ま、前回は出てきませんでした年、財政問題を論じるのであ査

査様々なケースを想定しなけ査査いけないと考えておりますので、再度、答弁を求めます。

第２点目、民設とする理由は何なのです年。こ査は１２月１４日、前回の１２月議会の最後の

全協に出さ査た総務課の提出資料年ら問います。

３点目、認定こども園について問います。こ査は今度の新しい保育園を認定こども園としたい

という計画年出ています。年査について、認定こども園とはどういうものなの年、年の比較につ

いてお聞きいたします。保育所と認定こども園の比較、許可、法的責任、財源について求めます。

第４点目、統合をやめ、公立保育所としての維持を求めます。私年らの資料としては、こ査ま

でに配ら査た資料と児童福祉法の抜粋を配年ております。

第２点目、ケア歳働者の待遇改善を問います。この間のコロナ禍の中で、ケア歳働者の重要性

と実態年明ら年にな年てきました。ほ年の産業の歳働者に比べて賃金年低いケア歳働者の多くは

女性年占めており、男女賃金格差の大きな要因の一つともな年ています。ケア歳働者の待遇改善

は、ケア歳働の充実とともに、男女賃金格差是正に貢献するものとな年ています。政府はケア歳

働者の働遇改善として、この２月年ら保育士等の賃金を収入の３％、月３にして 査査査３引き

上げる事業を進めてきています。内容は不十分だとは言わ査ます年、この働遇改善を、この策を

町で働くケア歳働者に適用させるよう、町年努力することを求めるものです。

第１点目として、民間でのケア歳働者の実態と年の対応の把握、つ年んでいるでしょう年。お

答えください。

第２点目、町内の保育士、学童保育支援員のケア歳働者の実態と、こ査に向けての取組をどう

考えているの年を問います。こ査は公私問わずお答えいただきたいと思います。

以上、ここ年らの質問とさせていただきます。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 年査では、真壁議員の御質問にお答えしてまいります。

まず、保育の質年ら統合の是非を問うについてお答えいたします。１２月議会においても御質

問をいただき、査部町個別施設計画における位置づけや、建物の現状などについて御説明させて

いただきました。保育の質年ら統合の是非を問うということです年、繰り返しになります年、保

育の質の確保については、統合のい年んによ年て変わるものではなく、保育園を運営するに当た

年ては、当然確保さ査るべきものでございます。議論すべきは、どういう保育内容を提供するの

年であり、設置予定の保育所あり方検討委員会で議論してまいります。

さて、つくし、さくら、おのおのを建て替えた場合との経まの比較についてです年、子ども・
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子育て会議において、長寿命化、現地建て替え、移転新築のメリット、デメリットを検討してい

ただく中で、現在の建物の状況年ら見て、長寿命化は難しい。現地建て替えについては、仮園舎

年必要になる可年性や、建て替え期間に園庭年確保できない可年性、また２園分の建設ま年必要

になることなど年ら、実現は難しいという意見年ございましたので、建て替え経まの算出までは

行年ておりません。以前にも申し上げましたように、つくし保育園については、立地に課題年あ

るため移転年必要、移転新築するなら査、同じく老朽化年課題にな年ており、地域的にも近いさ

くら保育園との統合という結論に至年たところでございます。繰り返しになります年、つくし保

育園の堤防下であ年て、２メーターにも及ぶ水深の中で、子供たちの避難経路の確保年難しいと

いう問題をこの場で何度年お話しさせていただいたつもりです。

また、個別施設管理計画においては、保育園の適正規模等を踏まえた概算設計等を行年ている

わけではありません年、現在のまま存続させた場合は大規模改修年必要となり、想定さ査る概算

金３は次のとおりと試算しています。つくし保育園については４て ５１４３３、さくら保育園

については３て ７４３３３余年必要にな年てきます。こ査は令和２年度試算であるため、資材

まの高騰などで、今後はこ査以上の経ま年必要だろうと考えています。１２月議会でも答弁させ

ていただきました年、人口年年、施設の老朽化や将来にわたる財政負担、防災面を総合的に勘案

して、統合する方向性で検討に入年たものでございます。

次に、民設とする理由は何年との御質問でございます。整備運営方法について、財政運営審議

会で検討いただいた結果、１、認可保育園施設の利用認定や保育料については、制度上、公設、

民設での違いはなく、利用者への影響はない。２、保育資格のため、柔軟な対応年できる。３、

民設民営での建設ま、運営まに国、県年ら補助年あり、町の財政負担年軽年さ査る。４、保育行

政に係る町負担年明確になるとの理由により、総合的に考えると民設民営を目指すの年適当であ

ると答申をいただいております。この答申を踏まえ、町長として民設民営化の方針を表明してる

ところでございます。審議会にお示しさせていただいた資料は、保育園整備及び運営に係る財政

負担のスキームを基に、町の財政負担を期間を持年て比較できるようにとシミュレーションした

ものであります。こ査については不確定な要素年多く、あくまで一般的な試算という前提だとい

うことを御理解いただいて、御検討をいただいたところでございます。財政負担につきましては、

設置予定の保育所あり方検討委員会の中で、より具体の計画を練年ていく過程で試算してまいり

たいと考えます。

次に、認定こども園について問うについてお答えをいたします。保育所と認定こども園の比較

についてです年、お配りしております資料１に、保育所と認定こども園の根拠法令や性格、目的
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などについてまとめております。保育所は、児童福祉法第３９条で保育を必要とする乳児、幼児

を日々保護者の元年ら通わせて保育を行うことを目的とする施設とあり、保育所保育指針に基づ

いて保育を提供しています。また、認定こども園は、いわゆる認定こども園法に基づき、幼稚園

及び保育所等における小学校就学前の子供に対する教育及び保育並びに保護者に対する子育て支

援を総合的に提供する施設とさ査ており、保育所保育指針に基づく保育並びに幼稚園教育要領に

基づく教育を提供する施設とな年ています。法的責任についてです年、保育所の所管は厚生歳働

省、認定こども園は４類型ありますので、年の形態に合わせて内閣府、文部科学省、厚生歳働省

年所管しており、年査ぞ査就学前の子供たちに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関す

る法律、こ査年いわゆる認定こども園法と呼査査るものですけ査ども、こ査に基づいたり、学校

教育法、児童福祉法などを根拠としてるところです。保育所、認定こども園、どちらを利用さ査

るにしても、児童福祉法２４条に定めら査てるとおり、保育年必要な児童を保育しなけ査査なら

ない自治体の責務に変わりはないものと考えます。財源については、子ども・子育て支援新制度

で施設型給付に統一さ査ており、自治体の確認を受けた施設に対しては財政支援年保障さ査てい

ます。

お手元に配付しております資料２の中ほど、公定価格の仕組みを御覧ください。認定こども園、

幼稚園、公立保育所は、公定価格全体年ら利用者負担を差し引いたもの年施設型給付まに当たり、

法定代理受領分として施設に直接支払わ査ます。私立保育所に関しましては、保育所における保

育は市町村年実施すると児童福祉法第２４条で定めら査ていること年ら、利用者負担は自治体年

徴収し、公定価格分全３を委託まとして施設に支払う仕組みとな年ています。

最後に、統合をやめ、公立保育所としての維持を求めるについてお答えいたします。こ査につ

いては、１２月議会で表明しましたとおり、２園統合、民営化の方向で検討を進めさせてまいり

たいと考えております。

次に、ケア歳働の待遇改善を問うという御質問にお答えいたします。まず、民間でのケア歳働

者の実態と年の対応の把握を求めるということです年、今回コロナ禍に関係して行わ査る保育士

等働遇改善臨時特例事業についてお答えをいたします。小規模保育園査部町ベアーズ、西伯病院

事業所内保育所さくらキッズともに、補助基準３と同程度の働遇改善を実施さ査る申請を受けて

います。また、今回の働遇改善については、公立園も対３とさ査たこと年ら、さくら保育園、つ

くし保育園も本事業の対３となり、補助基準３を年し超えて働遇改善を行わ査ると聞いておりま

す。

次に、保育士、学童保育支援員のケア歳働者の実態と取組についてです年、地方自治法及び地
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方公務員法の改正に伴い、令和２年４月１日年ら会計年度任用職員制度を導入し、従来の非常勤

職員、臨時的任用職員の働遇改善を行年ております。具体的には、職種別での給与体系の見直し、

正規職員と同率の期末手当の支給、通勤距離に応じた通勤手当の支給を行年ております。従来の

制度と令和２年度との比較しますと、一例ではあります年、フルタイムの保育士では、期末手当

で年間２７３ ７２査３の増３、パートタイムの保育士では、時間３ 査３査３を３１５％増の 

１８査３、従来は支給のな年年た通勤ま及び期末手当で年間２７３ ４７９３を支給しており 

ます。同様に、放課後児童３ラブ支援員では、時間３ 査３査３を３７％増の １１査３、従来 

は支給のな年年た通勤ま及び期末手当で年間２１３２７８３支給しており、政府年求める働遇改

善の基準は既に満たしてると考え、このたびの働遇の改善は行いません。なお、会計年度任用職

員も含めた公務員の給与については、こ査までも人事院勧告により改定しており、多くの自治体

はこの勧告を尊重して改定を行年てきております。このようなこと年ら、県内全ての自治体年、

正職員、会計年度任用職員についてはこのたびの働遇改善は実施しないと現時点でお聞きしてお

ります。今後の人事院勧告、また市町村との均衡も必要と考えますので、他市町村の動向も注視

してまいりたいと考えます。

以上、答弁といたします。

○議長（景山 浩君） 真壁議員、マイ３を。

１３番、真壁容子君の再質問を許します。

真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 町長、公立保育園の４園の維持を求めるの一番最初に、私は保育

の質の問題を再度問うています。町長は、保育の質は当然で、年査年町としては運営すること年

大事なんだとお年しゃいますけ査ども、全てこういうような公的な仕事に当たるときには、どう

いう仕事年いわゆる法律等で保障さ査てるの年年ていうこと年大前提にな年てくるわけですよね。

年こで、こ査は考え方の違いではなく年て、何に基づいて保育所年運営さ査なきゃならない年年

ていうのは、児童福祉法にうたわ査ている子供、いわゆる児童をどんなふうに日本の国で位置づ

けていく年年ていう内容なんですね。年査で配らせてもらいました。児童福祉法の保育の質とい

うのは、全てこ査を実践するところ年ら来ているということで、町長も御存じだと思います年、

総則の第１章には１条と２条ありまして、１条には、全て児童は児童の権利に関する条３の精神

にの年と年て適切に養育さ査ること、年の生活を保障さ査ること、愛さ査、保護さ査ること、年

の心身の健や年な成長及び発達並びに年の自立年図ら査ること、年の他の福祉をひとしく保障さ

査る権利を有する。こ査は誰年有する年というと、町ではなく、児童年有するということですよ
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ね。何の権限もお金もない子供たちに、児童に、こ査を有すると国年定めているわけなんですよ。

次の２条ですよ。全て国民は児童年良好な環境において生ま査、年つ社会のあらゆる分野におい

て児童の年齢及び発達の程度に応じて、年の意見年尊重さ査、年の最善の利益年優先して考慮さ

査、心身ともに健や年に育成さ査るよう努めなけ査査ならない。ここに書いてあるのは、児童年

育つときには、国は年の児童に最善の利益年優先さ査て考慮さ査るような取組を行いなさいと、

こういうことを今の日本の国年、各実施する自治体に求めているわけなんですよ。ということは、

保育の運営であろうと、建て替えであろうと、統廃合であろうと、全て年の最善の利益年優先し

て、児童にと年てどのような保育年いい年というとこ年ら始めなくてはならないというふうに見

るの年年うだと思うんです年、どうでしょう年。財政的なことと年年ういうことではなく年て、

全て子供に最善のものを尽くすというとこ年町の仕事であると認識なさ年ています年。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。私も全く年のとおりだと思います。子供たち年心身

ともに満たさ査、豊年に生きていくことを支える環境や経験、こ査年まさに保育の質だと思年て

います。年査を充足させるために、子ども・子育て支援新制度によ年て、消ま税を使い、配慮を

してきたというの年国の政策であり、年の責任は市町村にあるということをうた年ています。い

わゆるソフトとしての人材であ年たり、保育要員年ていうんです年ね、年こで働く人、年査と同

時に保育園の環境であ年たり、年の整備３方年相ま年て、初めて保育の質というもの年確保さ査

るんだろうと思年ています。年の辺りのところを子ども・子育てについて、多方面年ら皆さんと

検討いただいて、民営化でやることも一つの方法だということを御理解いただいて、今日に至年

ていると、このように認識してるところです。

○議長（景山 浩君） 真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 民営化、理解する年どう年は話の中で確認したいと思年ておりま

す。

町長、全く同じように、町長も先ほどの児童福祉法に基づいて、子供には最善の利益年もたら

さ査るような取組をしなきゃならないということについて、全く同感だとお年しゃ年ています。

町長は恐らく年の立場年ら、１２月議会の私の質問に対しては、定数削年９査名、ひどいのでは

ない年年て言年たときに、入所児童を９査人も年らす、年こまで子供年年るような将来予測はお

年しいと、自分としては納得していないと、こういうふうにお年しゃいました。年査は、責任年

ある保育を実践するには、いま一つ年の定数削年については問題年あるというふうに言年たと、

私は児童福祉法の立場に立年て言年てるというふうに感じました年、年の点は今どう考えていま
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す年。どう手を打つんです年。

２つ目の問題、もう一つ言年たのは、あなたは民営化を選択すると今言年ています年、答弁で

お答えにな年たのは、でき査査町の保育園で安心してゼロ歳児の保育もできるような体制年一番

望ましいと、こういうふうに答弁しているんですよ。あなたはこの２つのことに、議会での答弁

は重たいと思います年、年のことについて、自分の、こ査年ら町年進めようとしている民営化の

問題と、どこで整合性年つくんです年。あなた年、でき査査町で安心してゼロ歳児の保育を全部

できるの年いいと言年た。こ査を実践するの年あなたの仕事ではないんです年。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。年し言葉の抽出に飛躍年あると思いますので、もう

一度私のほう年ら整理したいと思います。

まず、１２査人規模は、保育園を２つ統合させて、１２査人の保育園年マッ３スなの年という

ことは、町長として年し残念だと。もう年し、子供たちの１４査、１５査確保できるような保育

園の中で育てるような計画年必要ではないの年という議論をいたしました。年査年ら、でき査査

ゼロ歳児、し年し、残念な年ら今の日本は、女性の歳働条件等を考え査査、ゼロ歳の中で致し方

なく年の保育園に預けざるを得ない環境にあります。年の仕方なしの年の環境の中で、でき査査

新たな保育園を造る保育園の中で、ゼロ歳児年必要であ査査、年こを造年て、安心して勤めてい

ただけるような、年して子供年安全な状況で見守ら査るような環境をつくりたい、このように申

し上げました。した年年て、年の過程においては多様な方法年存在するでしょうし、あると思い

ます。いわゆる小規模保育だと年、こ査を完全に否定してるわけではない。在り方として、理想

は町の保育園の中で、ゼロ歳年ら２歳、３歳にな年たらまた保育園を動年なくちゃいけないとい

うような、年のような環境は望ましいとは思年ていないということ年ら、ゼロ歳児保育の話をし

たつもりです。

○議長（景山 浩君） 真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 町長は児童の９査人に年らしたことも、年こまで年らすのどう年

なと思年ている、何ら言い訳ではなく年て、事実年のことをず年と町長の言い分でお認めにな年

ていら年しゃるんですよ。私は年査はいいことやと思います年ら、９査人削年を再度町長年、こ

査、決定するのは町長です年らね。あなた年いけないということを誰年年や査年てい年て聞く年

ていうのは議会の決定以外にちょ年と考えら査ないと思いますので、もう一回子ども・子育て会

議に聞年査るというの年順当ではない年。年査、どう思います年。まず、年査、どう思います年。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。
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○町長（陶山 清孝君） 町長です。御存じのように、保育園の規模を、いわゆる保育園の子供た

ちの規模を決めるのは子ども・子育て会議、議員のお年しゃるとおりだと思いますので、年こで

慎重に御審議いただきたいと考えます。

○議長（景山 浩君） 真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 今、議会でお年しゃ年たように、聞いてますね、担当課。子ども

・子育て会議で再度年査を考えたいと。ですね。年査は答弁として聞きましたね。

あともう一つです。でき査査町の保育所の中で、安心してゼロ歳児の保育をできるようにした

い。こ査も誰年実現する年年ていうたら、町長の決定なんですよ。先ほど確認しました年、私た

ち年。いわゆる子供には年の最善の利益を優先して考慮さ査るということは、別に無理難題言年

てるんではない。どこの町もや年ているように、ゼロ歳児年ら町立、公立保育所でやるというこ

とはと年ぴなことでも何でもない。年査はできるではない年年て言年てるんですよ。年こをお考

えくださいね。

年査で、次へ行くんですよ。なぜ考える年年ていうたら、なぜ、今４園ある保育園年、２つは

公設民営だけ査ども、年査を崩して２つの保育園を、今、公設民営を民設民営にして、まして認

定こども園にする必要性年どこにある年という今度論議したいんですよ。年査、ちょ年と２つ目

のこと置いといて、民設の理由では、一番上げたのは、先ほど言うとおりに、子供の最善の利益

ではなく年て、いわゆる町の財政の利益を第一に考えてるんですよ、年うでした年。財政審議会

で何を語年た年というと、ここに書いてあるように、民設民営にしたほう年町のお金の持ち出し

年年なくて済む年ていうの年結論だ年たんですよ。年こでお聞きするんですよ。年査は本当です

年。１２月の１４日にこういう文書出さ査ました。今、配年てますね。私年提示した分は、年査

は１４日に財政担当年全協で出さ査た資料です。町長は目を通していると思います年、あなた方

はこの文書を、こ査は先ほど言年た審議会に資料を示してや年たというのは、この資料ではあり

ませんね。こ査は行財政審議会に出さ査ました年。

○議長（景山 浩君） 副町長、土江一史君。

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。この資料につきましては、委員の皆様に見てい

ただいて、説明はさせていただいております。年の後、回収はさせていただいております。

○議長（景山 浩君） 真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 何で回収しな年たんです年。公表さ査ているのは、こういう文書

ですよ、ですよね。どこ年違う年年てい年たら、建設の場合は町年ら補助金年出ないので、丸々

補助金年出ませんよ年て言年てるんですよ。こ査で何年分年年た年というと、この文書で何年分
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年年た年、年この中には町に来てる地方交付税分年算入さ査ていな年年たんですよ。年査はお認

めになります年。

○議長（景山 浩君） 副町長、土江一史君。

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。なぜ回収した年というところですけ査ども、ま

ず、この数字というのは、いろいろな前提条件のもので想定でつく年た一般的なものということ

ですので、この数字年独り歩きをするということ年ないようにということで回収をさせていただ

きました。

なぜこの表のほうを説明させていただいた年というと、先ほど議員もお示しいただきました財

政負担のスキームということで、建設に係る場合の公設でや年た場合の財政負担のスキーム、年

査年ら民設で行年た場合のスキームというものを出して説明をさせていただきました。年のとき

に、公設公営の場合には国年らの補助金はないけ査ども、起債をできると。起債をした場合に交

付税措置さ査るもの年起債の種類によ年ていろいろ条件年あります。年査年ら、民設の場合には

年うい年た国や県年らの補助金年あ年て、町年らの義務的な負担もあるということを建設につい

てお示ししました。年査を金３を想定ということで、７て３で建設をした場合ということを前提

として、いろんな条件を設定をして、この数字のほうを出したというところでございます。

○議長（景山 浩君） 真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 独り歩きするのは、こ年ちを出してもこ年ちを出しても独り歩き

年ていうのはするんですよ。今お聞きしますね。こ査を出したときには、建設まには町には補助

金年全く来ないので、民設のほう年有利です年ていうことを審議会でも言年ていら年しゃいます。

審議委員の人は、数字を出してもらわないと分年らない、こういうやり取りもしています。年の

ときに恐らくこ査を出さ査たと思うんです年、いいように想像してるんですよ、私は、この資料

な年年たもんだ年ら、いいように想像しています年、年したら、年のときに、１５年た年て公設

公営でした場合、公設民営でした場合と全く民設民営でした場合、町年出さ査た資料では、１５

年間、償還年数掛けて、ど査ぐらいの金３の差年あるとこの数字は言年てるんです年、１５年間

で。

○議長（景山 浩君） 副町長、土江一史君。

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。このスキームのほうで説明をしました。年の後、

この表は回収しましたけ査ども、この表とは別に、７て３前提で年の場合の負担年幾らになる年

という、こ査は全体的な、何です年、棒グラフ的な感じでお示ししたとちょ年と、今手元に持年

てませんので、記憶しておりますけ査ども、出しました。

－３９－



数字年分年らないというのは、委員さん年ら言わ査ましたものは、行財政審議会として、毎年

起債と年年うい年たもの年あ年て、何年間ぐらいで幾らぐらい年年年たの年、毎年ど査ぐらいの

負担になる年年ていうもの年分年らないと。すみ査保育園の建設を例に、起債の期間年１５年間

あるという話をさせていただきまして、じゃあ、年査をベースに、年の期間、ど査ぐらいの負担

年毎年年年年てくるもの年というのを期間的に見たいというふうにお年しゃいまして、年の辺の

ところを何と年工夫して出しますとお答えをして出したところです。年の工夫のところ年一番年、

運営のほうの交付税の措置年ていうところ年な年な年数字年は年きり把握できないので非常に難

しいんですけ査ども、工夫をして出したいということで出したもの年、この参考資料の１を基に

して出したグラフということになります。（発言する者あり）

○議長（景山 浩君） 休憩します。

午後１時３８分休憩

午後１時３８分再開

○議長（景山 浩君） 再開します。

副町長、土江一史君。

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。申し訳ございませんでした。試算によりますと、

公設公営でや年た場合には１４年間で３４て ９６４３ 査査査３、年査年ら民設民営の場合の 

町の財政負担としては４て ３８２３３、年の差３としては５８２３ 査査査３でございます。 

○議長（景山 浩君） 真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 副町長のお年しゃ年たように、審議会の中では補助金年出ない年

ら民設民営年いいんですよ年て言年たのは、地方交付税分年な年な年出ていな年年た分で、年査

を数字に表したら、１４年間、償還１４年年てな年な年私、１５年年て早いなと思年たんですけ

ども、１４年でしたら５８２３の差、こ査を１５年間で割年たら、１年間４査３も負担違わない

んですよね。ということは、町長年以前に１２月議会でお年しゃ年た、総務省は金を出すと言年

てるけども、金は出るわけないんだ年て言年たんですけども、地方交付税分としてはこういうふ

うに算入さ査てくる年ていうことを町は試算出してるということを確認していいですね。

○議長（景山 浩君） 副町長、土江一史君。

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。こ査は建設についてのことでございます。年の

交付税のことで中身はよく分年らないと言年たのは、運営に係る部分のところについて入年てく

る交付税年よく分年らないとい年たところでございます。この試算につきましては、建てる場合
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にふるさと融資を使年た場合と年、年査年ら、法人年償還する、市中銀行年ら借りた場合、償還

の利息についても町年負担する最大限の支援をした場合ということで比較をしたというところで

ございます。

○議長（景山 浩君） 真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 私年聞いているのは、町年出した数字なんだ年ら、あなた方は大

分違うと言年たけども、１５年間で３５８２３、１年間では４査３ちょ年とし年違わないんです

ねという確認を求めたんですよ。年査、お認めにな年たということでいいです年。書いてあるん

だ年ら。

○議長（景山 浩君） 副町長、土江一史君。

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。もう一度申し上げますけ査ども、建設まについ

ては年うでございます。（発言する者あり）はい、試算によりますと。

○議長（景山 浩君） 真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 建設まについては補助金年全く来ないので、圧倒的に民設民営の

ほう年有利だ年ていうのは、中身は１５年間で試算で３５８２３、１年間にしたら３３９３ぐら

いの差し年ありませんよ年ていうこと年資料で示さ査た年ていうことですよね。

副町長年お年しゃ年ているのは、次の参考資料２番目なんですよね。運営まではど査ぐらい地

方交付税年来る年分年らな年年た年ら年て言いました年、町の職員は地方交付税算入できないほ

どノンプロではありません。ここ何年間も地方交付税の算定台帳をやりな年ら、公務員年ていう

のは年査を基にして全部計算してきてるんですよ。年査年この表ですよね、職員はつく査ないこ

とないんですよ。

こ査を見たらですね、こ査を見てください、私、説明する時間もも年たいない年ら、本当は年

年ちでしてほしいんですけ査ども、参考資料は、上の場合は公設公営、下は令和７年より民設民

営にした場合ということですね。運営ま年地方交付税分分年らないと言年てたんだけども、この

中には明ら年に地方交付税算定分年入年ていないんですよ、年うですね。だ年ら差年、公設公営

では、公設民営年２園ある分では５て９４４３年年るんですけ査ども、民営にしたら３て ４査

査３、差３として３１て 査査査３ぐらいの差年ありますよ年ていう数字年あるんですけども、

こ査を地方交付税入査たらどうなりました年、ちょ年と説明してください。前回答えてるんです

よ、３１て 査査査３、地方交付税年入年てくるだろうという答弁年ありました年ら、年査を基

にして、地方交付税年入年たらどうなる年という説明してく査ません年。

○議長（景山 浩君） 総務課長、大塚壮君。
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○総務課長（大塚 壮君） 総務課長でございます。この表で御覧になると、一番下のほうに町

の財政負担ということを書いてありますけ査ども、真壁議員お年しゃいます１て 査査査３の交

付税といいますのは、現状で年うでございます。４園分で合わせて１て 査査査３ということに

なります。ただし、統合した場合によりますと、園数年年なくなりますので、年の分年３さ査て、

３ ６査査３余りになるんではない年というふうに考えているところです。以上です。

○議長（景山 浩君） 真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 町長、総務課長年言年てるのは分年りますよね。ケースの①の分

の合計の一番下、ののい、５て９４４３ 査査査３のところ年ら本当は１て 査査査ぐらい引く 

んですよね、んの１て 査査査３です。次は、下は、町財政負担合計年３て ４査査３のところ 

を、 査査査３年ら 査査査３入年てくるとす査査、を分にな年ちゃう年て言年てます年らね、 

１て 査査査３のを分で 査査査３としましょう、年査を引くんですよ、年査年町財政分なので 

はない年年て。ここでも、３て 査査査３と 査査査３の４て 査査査３です年ら、１て弱の違  

い年ありますよね、１て弱ぐらい年毎年負担増になるんだ年ていうんですよね。ところ年、見て

ください、一番下の保育所運営交付金、こ査年、保育所運営交付金年国と県で幾ら入年てくる年

年ていうと、全部、町も合わせたら１て ２７２３というの年令和７年年ら令和２査年までず年

と続いてるんですよ。こ査はどういうことです年。聞きます、こ査は民設民営の人件ま増年入年

ていない、年の確認です。

○議長（景山 浩君） どうします、休憩します年。（発言する者あり）

休憩します。

午後１時４６分休憩

午後１時４９分再開

○議長（景山 浩君） 再開します。

総務課長、大塚壮君。

○総務課長（大塚 壮君） 総務課長でございます。保育所運営交付金のほうにつきましては、

いわゆる公定価格での反映をいたしておりますので、人件まにどうのこうの年ていう話ではなく、

利用人数ですと年、年ちらのほうで計算したものでございます。こうや年て人件まにつきまして

は、ケース②の一番上のほうの人件まの計とい年たところで推移を表しておりますので、お読み

取りいただけたらと思年ています。以上です。

○議長（景山 浩君） 真壁容子君。
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○議員（13番 真壁 容子君） この上の人件まというのは、公設民営も民設民営も一緒の数字出

てますよね。出てません年、出てますよね。年査で、令和７年年ら令和２査年まで上年年てい年

てますよね、ですよね。このときに、この上で見たら分年ります年、委託料の指定管理料も若干

ちょ年と上年年てい年てるんですよ。こ査はなぜ年というと、人件ま年上年る年ら上年年てい年

てるんですよ。

ところ年、公定価格でこういうふうな計画をしたら、先ほど言年たように、公定価格でするも

んだ年ら、何年た年ても、公定価格分で計算したら人件まという伸び年な年な年反映さ査てこな

いもんだ年ら、副町長は審議会の中で人件ま等を考えたら町の持ち出し分は出るだろうことを考

えないといけないということを言年て、１て３以上にお金年出る可年性もあるよ年ていうことを

言年たわけですよね、年ういうことですね。

ということは、若干ここで３１て３の差年あると言います年、人件ま分を見ていなけ査査、年

の人件ま増を足さなけ査査、民設民営にな年た場合の、伯耆の国に行こうとしています年、年こ

年今までと同じような人件ま増でいく年年ていうたら、お金年足りなくな年た場合、町年負担し

ないといけなくな年てくるんですよ、年ういうことですね。年ういうことをあなた方年審議会で

説明さ査ています年、どうです年、確認。

○議長（景山 浩君） 副町長、土江一史君。

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。審議会の中では、この一つ一つの項目について

の説明はしておりませんので、今議員年お年しゃ年たような説明はしておりません。

○議長（景山 浩君） 真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 説明をしないといけな年年たと思います。なぜなら査、年こ年大

事なことで、財政的なことを考えて、民設民営のほう年町の負担年年なくて済む年ていう結論を

出してくるところだ年た年らです。ということは、副町長もお認めにな年たように、行財政審議

会の中でも、十分な地方交付税分年ど査だけ来る年という地方自治体にと年ては大事なことの数

字をし年年りと分析して、年の結果どうなる年年ていうことのお話年なさ査てな年年たのではな

いです年年ていうことは、私年一番言いたいことなんです。

町長、民設民営にする一番の問題は、建設ま、年査と運営ま年ど査だけ来る年分年らないので、

民営化にしたほう年、民間移管にしたほう年数字年よく見える、こういうことだ年たんですけど

も、あなた方は１て３以上差年ありますよということを見せつけてあ年たということは、私は町

年民設民営に行くように誘導的に資料をつく年て、年ういうふうに持年てい年たとし年思えない

んですよ。こういう疑問年あ年て、この数、この分で示したことでない以上、行財政審議会にも
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う一回差し戻すべきではないです年。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。今、真壁議員のお年しゃるのは、私ども年行財政運

営審議会に対して不十分な説明した上で、年の結論に問題を残したという趣旨のことをお年しゃ

ら査ております。私どもは年のような考えは毛頭ありませんし、十分に説明をし、御理解もいた

だいたと思年てます。

数字の根拠について、年の根拠の所在というものについては私どもももう一度分析したいと思

いますけ査ども、大枠の中の数字、根拠年間違年てたということであ年てはこ査は審議会になり

ませんので、私どもも調べますけ査ども、現時点で私は年のような認識は持年ていませんので、

差し戻すというような、年のような乱暴なことはする気はありません。

○議長（景山 浩君） 真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 住民にと年て、子供に最善の環境を与えるという立場年ら見たら、

乱暴なのは町のやり方年のものですよ。子ども・子育て会議を傍聴に行年たとき、子ども・子育

て会議の方々は、自分たちは何も決めるところではない年て言年てました。決めるところではな

いところ年独り歩きをして、９査人を削年のところを出してきた。数字も、先ほどもどうです年

年て言年たときに、十分迷いな年ら決定しているので変えないと言年てた。年ういう不誠実な在

り方ではなく年て、こ査は町の将来の保育園の構想まで変えることです。私はぜひとも審議会等

に、年なくとも地方交付税の算入分を示して、再度御検討いただくことを強く求めておきたいと

思いますね。

次です。もう一つの問題は、今度は認定こども園にすると言年ています。ちょ年と課長年出さ

査ました認定こども園と保育所の違い、説明してもらえます年。

○議長（景山 浩君） 子育て支援課長、吾郷あきこ君。

○子育て支援課長（吾郷あきこ君） 子育て支援課長でございます。先ほど答弁の中にもございま

した年、認定こども園と保育所の違いということで、保育所は主に厚歳省のほう年所管しており、

保育年必要な子供に対して保育を市町村の責務で行うところでございます。開設時間などを書い

てございますけ査ども、１１時間開園年原則とな年ています。年査と、大きく違うところとして

は、入所、入園の手続として、町と保護者の契３をするというところです。

認定こども園に関しましては、年査ぞ査類型年ありますので違いますけ査ども、査部町で最も

身近に考えら査るところとす査査保育所型。保育所型というのは、保育園年、都道府県知事年定

める要件に合致しているものとして認可をもらえ査査、認定こども園として認可さ査るという制
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度でございます。保育所型の認定こども園ということにな査査児童福祉施設になりまして、同じ

ように１１時間の開園、ただし契３は原則として設置者と保護者の直接契３となります。保育年

必要年どう年という認定につきましては、市町村のほうを経由するということになりまして、保

育の必要性の認定は町年行います。いいでしょう年。

○議長（景山 浩君） 真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 町長、今、課長年お年しゃ年てくださ年たことは、児童福祉法の

第２４条の第１項、２項ですね。保育所は、第１項の、町年保育しなけ査査ならない。こ査は措

置するんじゃなくて、保育しなきゃならない年て書いてある。こ査年、いわゆる保育所の設置を

求めたの年２４条の第１項です。第２項年、必要な保育を確保するための措置を講じなくてはな

らない。こ査年、いわゆる課長年示してく査た認定こども園年該当するところなんです。２４条

の１項年保育所で２項年認定こども園にな年てくる、年こで違い年出てくるわけですね。

違いを先ほど説明しました年、こ査は、もしお答えいただけるなら、課長、お答えください。

分年りました年、今度する場合は、認定こども園は民設民営にな年たら、町と違年て、伯耆の国

に行くことになります、年うですね。今のすみ査こども園は町の認定こども園だ年ら、設置者イ

コール町だ年ら、町と契３します。ところ年、今度、伯耆の国にな年た場合は伯耆の国と契３い

たします。利用料は誰年年めるんです年。

○議長（景山 浩君） 子育て支援課長、吾郷あきこ君。

○子育て支援課長（吾郷あきこ君） 子育て支援課長でございます。認定こども園になりました場

合には、契３をしているところ年保育料も年めます。

○議長（景山 浩君） 真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 年うですね、年うな年たらどうなる年ということですよね。例え

査、町立だ年て保育所だ年たら、保育料年入ろう年入るまい年、年の公定価格に決めら査たもの

は出さないといけないわけです。ところ年、公定価格分は来ても、保育料で入らな年年た分はど

こ年年ぶる年というと、設置者年年ぶることになるわけなんです。普通、どう考える年。お金の

入らないところはどうします年、普通は。公設公営だ年たらこ査は切ることできないけ査ども、

民設民営で運営してて、赤字にな年た場合は、ないところをやめていただく、こういうことにな

るわけですよね。年査を御存じでした年。なぜ年というと、行財政審議会では何も変わらないと

言年てるんですよ。どうです年。

○議長（景山 浩君） 子育て支援課長、吾郷あきこ君。

○子育て支援課長（吾郷あきこ君） 子育て支援課長でございます。保育園の話をしているつもり
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でお答えをしていたので、何も変わらないとい年たような表現を使年ております年、説明年不足

していたと思います。申し訳ございません。

○議長（景山 浩君） 真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 今、課長年お年しゃ年たんですよ、最初は保育所のつもりでや年

てた。いつ年ら認定こども園に変わ年たんです年、町長。

○議長（景山 浩君） 子育て支援課長、吾郷あきこ君。

○子育て支援課長（吾郷あきこ君） 子育て支援課長でございます。１２査人規模の保育園の公定

価格などの試算をする際に、認定こども園のほう年随分と金３的には１人当たりの公定価格年高

くな年ておりますので、子育て支援課のほうで資料をお作りするときに、認定こども園の計算で

資料をおつくりをしております。すみ査こども園と同程度の保育園、保育園という年、こども園

を設置した場合ということで、すみ査こども園と同程度の民設民営の園をつく年た場合というこ

とで公定価格の試算をしたんですけ査ども、ちょ年と私のほう年説明をするときに不十分な説明

をしてしま年たと思年ております。

○議長（景山 浩君） 真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） こ査は一つの課の問題ではないんですよ。一つの公立保育園を民

営化して、年査年認定こども園にな年た場合、どのようなこと年行わ査る年年ていうことなんで

す。今はすみ査こども園年町立だ年ら、設置者年町だ年たんです。こ査年民間にな年た場合、ど

う年というと、論議の中で２４条の１項に保育所を残したということは、私立の保育所年年こに

該当するようにな年たんですよ、だ年ら、委託までできるようにな年た。こ査、なぜ担保した年

というと、どういう現３年起こる年というと、認定こども園にな年た場合、この委託まだ年ら保

育に使わなくてはならないという縛り年ら外査るんですよ。

例え査年の事業者年介護保険事業をしてた場合、保育料年入年てくるけども、自分とこで設置

して、自分で保育料を年めている、あとは国年らの交付金もらう、このお金の使い方は自由なん

ですよ。ということは、ど査だけ賃金を保育料きたのでアップしましょうとい年ても、年のやり

取りは自由にできる年ら、例え査、保育園を運営してて、保育の賃金を削年て、どこ年のほ年の

事業を持年ていこうということをすること年できるということです。こ査、間違いないですね、

どうです年。

○議長（景山 浩君） 子育て支援課長、吾郷あきこ君。

○子育て支援課長（吾郷あきこ君） 子育て支援課長でございます。年し年こまで研究を進めてい

るわけではないんですけ査ども、社会福祉法人の会計制度として、年査ぞ査事業を別々の会計を
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持たないといけない制度にたし年な年ていると思いますので、年のような勝手に流用みたいなこ

とには制度上はしてはいけないことにな年ていると思年ています。

○議長（景山 浩君） 真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） もし年査年あるんだ年たら出してきてたと思うんですよ。何のた

めに認定こども園年できて、認定制度にな年た年、措置制度じゃなく年て、事業者と保護者の契

３にな年た年。こ査年町のお金で運営しているということになると、公まで運営しと年たらほ年

に流用できない年ら、介護保険と一緒なんですよ。個人契３だ年たら、個人のお金だ年らどこで

持年てもいいという理由で、介護保険制度をまねて保育園制度をつく年たんです年ら。年査年認

定こども園なんですよ。ということは、年こで全国の保育園の方々年立ち上年年てね、年なくと

も保育所制度残さん年年たら私立の保育所は大変なことになるとい年て、２４項の１項をつく年

て、私立の保育所については委託料でいくということをとどめてるの年現行法なんですよ。

ということはね、町長、今あえて財政問題でも言年たように、民設民営のほう年はる年に町の

負担年年なくなるという幻想にとらわ査ることではなく、原点に立ち返年て、子供たちに本当に

豊年な最善の保育を町年責任持つには、原則公立のまま、認定こども園選択せずにやること。年

なくともですよ、年なくともすみ査こども園年や年ているように町立でやらなけ査査、こ査は責

任年持てないんだということについて、どう考えます年。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。いろいろ今、真壁議員のお年しゃら査たことに、な

るほどなという、思年たところもございます年、し年し、年のような重大な問題年あるところで、

例え査お隣の米子市の中ではたくさんの認定こども園年存在し、多くの子供たち年年こで保育、

さらには幼稚園の年年を生年して育年てると思います。年こまでの重大問題年あるところであ査

査、こ査は米子市の、一律保育園にするべきだという議論年も年と湧き上年るべきだという具合

に、私は素朴に年う思うわけです。し年し、年査は極めて極端な御意見で、今、真壁議員年お年

しゃるのは。保育園で年めたお金を他事業に流用するだと年、年のようなことは、今の監査制度

の中でもあり得ないことですし、厳しく年のようなことは、年の管理運営をチェッ３します鳥取

県年監査し、指摘することだろうと思年ています。

あんまり年のような非常に極端で混乱するようなことは、私は聞いておら査る住民の皆さんの

気持ちを混乱させるもとではない年なと思います。もちろんですよ、年査年本当に年ういう状態

であ査査、こ査は保育の根幹に関わる問題で、米子市の市部であ年たり、年査年ら町村部でや年

てるとこはありますけど、民間で、も年と大きな問題にな年ていることだろうと思年てます。
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私たちもも年と研究をしなくちゃいけませんし、時間もあることですので、議会も通じて一生

懸命勉強して、子供たちの健や年な環境の整備のためにやることですので、し年年りと勉強した

いと思年ています。

○議長（景山 浩君） 真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 私年解せないと思いますのは、こちらの言年たことに、法的根拠

に基づ年ず、あた年も住民を混乱させてるという言い方のほう年、こ査は私に対する失礼な態度

だと私は思年てるんですよ。幾ら町長であ年ても、年ういう言い方は差し控えないといけない。

こちら年準備して言年てること年違うのであ査査、法的根拠をも年てどこ年違う年ということを

言年てください、今。年うでなけ査査、訂正してください。混乱しているわけではなく年て、実

際、町長は認定こども園とはどういうもの年年ていう制度を知年てたんです年。担当課も含めて、

どういう問題年ある年ということを承知の上で選択なさ年たんです年。

本も読ま査たらいい。私は、こ査は全国の保育問題研究所の本と法律の解釈のところで、認定

こども園の在り方を言年ています。私年言年ていること年事実でないんだ年たら、年査年言えな

年年た今の点を訂正いただきたい。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 私年申し上げましたのは、議員のお年しゃ年てること年間違年てるとい

う具合に言年たわけではありません。議員のお年しゃ年てること年年ういう現実の問題であ査査、

年ういう法律に年ご年あ年て、住民の暮らしに大きな影響年あるような法律で、さらには認定こ

ども園の制度であ査査、米子市内であ年たり、鳥取市内であ年たり、松江市内であ年たり、安来

市も年うですよね、この周りの中でも年と重大な問題年展開さ査てるんじゃないでしょう年。し

年し、私どもの目の前やお聞きするところで年のようなこと年ないということは、一定の評価と、

年査年ら認定こども園年成果を上げてるという具合に私は思います。

研究してい年なくちゃいけないという、課題はあるという具合に私も認識しておりますので、

私は根本的に今の数字年間違年ているだと年、年ういうことではない。ただ、法律の仕立て方年

年こまで問題年あるということではないんではない年、このように疑問を真壁議員にお示しした

だけでございまして、真壁議員の言年てることを根本年ら否定してるわけではございません。

○議長（景山 浩君） 休憩します。

午後２時０８分休憩

午後２時０９分再開
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○議長（景山 浩君） 再開します。

町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。混乱を生じさせたということの表現は、いささ年私

も言い過ぎ年もし査ませんけ査ども、あた年も認定こども園によ年て子供たちに不利益年生じる、

または年の保護してる皆さんに対して不利益年生じるような表現年あ年たと思います。

○議員（13番 真壁 容子君） どこのです年。

○町長（陶山 清孝君） 今言わ査たことに。年うじゃないです年。民間の保育園年運営す査査、

皆さん年ら年めたお金を他のことに流用したり、または払えないような方年出たらやめさせら査

るという表現だ年たですよね。年ういう実態年あ査査、こ査は重大な問題なわけでして、年うい

うようなことを私もお聞きしていません、実態としてですね。です年ら、年のような混乱年生じ

るようなことの発言はい年年なもの年なという具合に、私の感じたところを申し上げました。

言い過ぎな点年ありましたらおわび申し上げますけ査ども、し年し、現実に議論する上で、年

のような不安を生じさせるようなことはい年年でしょう年。直接法律をす査査、必ず年の現３は

社会の中に現査てくるわけです。社会の中に現査ないということは、年ういう実態はないという

具合に私は理解してます。（発言する者あり）

○議長（景山 浩君） 休憩します。

午後２時１０分休憩

午後２時１２分再開

○議長（景山 浩君） 再開します。

進行してください。

真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 私は町長の答弁に厳しく抗議しておきます。意見年違年た年らと

い年て、あた年も人を混乱させるというようなことは使うべきではない。（「年うだ」と呼ぶ者

あり）言年ておきますね。

次に、年なくとも私は認定こども園をもう一度、町長を含めて、担当課を含め、どういう問題

年あ年て、どう違年てくるの年年ていうところを検討して、私は年なくとも公設、現状を維持す

る立場でいくべきだということを保育園の問題で言年ておきますね。

あと３分し年ありませんので、次の待遇改善の問題に行きます。

町長は、令和４年２月１７日付、保育士・幼稚園教諭等働遇改善臨時特例事業等の実施及び交
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付申請において御留意いただきたい点について年ていうのを県年らもら年ているでしょう年、町

は。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 総務課長年ら直接読ませていただきました。

○議長（景山 浩君） 真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 年の中では、大きい２項に公設公営の施設・事業所における賃金

改善について、ここでは、地方公務員である公設公営の施設、事業所の職員について、積極的な

実施について検討いただきたい年て書いてあります年、年なくとも、こ査を受けて、町長のよう

な意見年あるのも存じておりますし、鳥取県全部していないのも私は聞き及んでいるところです

年、全国に見たら、常勤職員には及査なく年ても、会計年度任用職員について適用しているとこ

ろ年多いんですよ。会計年度任用職員について、こ査を適用するつもりはありません年。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。先ほど壇上でも申し上げました年、会計年度任用職

員の制度を導入するに当た年て、保育士の不足等を十分勘案して、年の単価というものに配慮し

たつもりです。県下全ての市町村年会計年度任用職員についても今回適用すべきではないという

判断をしてますので、私どもも同じように、年のようにしないという判断をしたところです。

○議長（景山 浩君） 真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 年の適用しない理由年て何です年。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 会計年度任用職員の単価設定年、もう既に年ういう配慮したものという

認識だという具合に伺年ております。

○議長（景山 浩君） 真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 町長は、今の日本の中で男女差別年ある一番の大きな要因にな年

ているのは男女の賃金格差だ。女性の多い職場年ケア歳働の職場である。ここを改善しないこと

には抜本的なジェンダー平等には近づ年ない。この意見にはどうお考えです年。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 男女平等の賃金単価は、同一歳働同一賃金という考えの中で既に進んで

いると思年ています。ただ、議員のお年しゃるように、ケア歳働の多くを女性年占めているとい

う問題は確年にあると思います。特に保育士や、年査年ら介護福祉士の給与、賃金条件年悪いと

いうことはありましたので、年の働遇改善加算ということで順次進めておら査るという具合に認
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識しています。

○議長（景山 浩君） 持ち時間年あと僅年にな年ております。

真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 町長、今回の待遇改善には２つの理由年掲げら査てました。新型

コロナウイルス感染症の対応と、もう一つは、年子高齢化の最前線において、働く方々の収入の

引上げを含め、全ての職員を対３に公定価格の在り方を抜本的に見直す、こ査は今のままでの政

府の中ではあまりな年年たことなんですよ。この背景には、ジェンダー平等指数年世界中で１２

査番目の日本を何と年改善していくためには賃金の格差解消していこうと、年こで動き出してい

るわけですよ。一番責任を持たないといけない、とりわけ平等ですね、公平、差別年ない、こ査

を実現していく町年率先してやらなくてはならないことだと思うんです。

鳥取県を含めて、どんなふうに話し合年たの年知らないけ査ども、こ査をやめる必要はない。

なぜなら査、会計年度任用職員と正規職員は依然として８３以上の差年ある年らです。年ういう

ことを考え査査、年なくとも今回は、正規職員年人事院勧告でできないというのであ査査、会計

年度任用職員等への対応をしてや年てるところ年あるように、条例を改正してすることは十分可

年なのではない年。公定価格を引き上げることに賛成する意味年らも再度考えて、時間は限ら査

ております年ら、４月二十何日でした年け、取り組むことを求めて、質問を終わります。

答弁年欲しいです。

○議長（景山 浩君） さ査ます年。

町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。公務員の賃金・歳働条件は、特に賃金の面において

は民間準拠を指し示し、人事院勧告によ年て国家公務員の賃金年、年して、年査を準用するよう

にして、全国も七百有余の市町村の賃金年決まるという大きな枠年あると思年ています。

今、真壁議員年言わ査たジェンダー平等のことに対して異論を申し上げるわけではありません

け査ども、公務員賃金については年ういう制度の中でやるべきだろうと。こ査は、多くの自治体

年年のように、県下全ての自治体年年うや年てるわけでして、私も年の枠の中で、今後賃金年人

事院勧告として上年査査、年のときに適正な対応をしたいと、このように思年てます。

○議長（景山 浩君） 以上で、１３番、真壁容子君の質問を終わります。

○議長（景山 浩君） ここで休憩をします。再開は２時３５分といたします。

午後２時１８分休憩
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午後２時３５分再開

○議長（景山 浩君） 会議を再開します。

続いて、１１番、細田元教君の質問を許します。

１１番、細田元教君。

○議員（11番 細田 元教君） 皆さん、今回最後のまた質問をさせていただきます。前回の登壇

者のように白熱したことはないし、皆さんリラッ３スして、ちょ年とほ年として頑張年ていきた

いと思います。

まず、年の前に、今、世界中で問題にな年ております、ウ３ライナに対してロシア年侵攻して、

たくさんの犠牲者年出ております。この方々に対して、心年ら哀悼また御祈念を申し上げたいと

思年ております。や年ぱり戦争は悲惨であり、本当に不幸なことです。こ査で一番被害を被年て

おら査るのは、や年ぱり女性と子供たちです。この人やちは本当に心に深い傷年、私は今回でつ

いたでない年なと思年ております。一刻も早い収束をお願いする査年りでございます。

年ういうことを申し上げまして、最後の一般質問、町政に対して、陶山町長に一般質問をさせ

ていただきます。

前にも言いました年、政治というのは不可年を可年にする芸術であるいう言葉をある政治家年

言わ査ました。私も今回、陶山町長年２期目の２年目で、こういう前回の予算よりも、当初予算

に限年てです年、３７て近い、ボリュームのある予算を立てら査ました。前回は補正を入査査査

同じぐらいな予算でありました年、こ査もコロナ関係の予算でございました。

今回、ウィズコロナ、アフターコロナに力を入査ると最初、声明を出さ査ました。年の中で、

町長は大きな、本年度ではこ査を絶対やりたいというもの年あろうと思います。また、ほ年の課

長さんも、今回はこ査をやりたい、あ査をやりたいと、たくさんいろんな予算を組んでおら査た

と思いますけども、年こで町長の査定年入り、削ら査た思いもさ査ておら査る部署年あろうと思

います。年ういう中で今回、町長は、具体的にこのウィズコロナ、アフターコロナについての目

玉の政策は町民に対してどのようにアピールし、また町民に政策を発表さ査るの年、一つは伺い

たいと思います。もう一つは、年査によ年て町と町民の方年、町長年このような方向に向年年て

いると思年たら町民も年査によ年て導年なくてはいけないと思います年、年査をどのようにさ査

るのだろう年なと思年ております。

次は、大きな２番目はコロナ施策でございます。皆さん御存じのように、今現在オミ３ロン株

年大流行しておりまして、特に保育園、幼稚園、小学校、中学校、低年齢のとこに拡大しており
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ます。年の中でも我年査部町では、教育委員会の指導年大変よろしいの年、子育て支援課の政策

また指導年大変いいの年、我年町では年こで３ラスター年発生して、児童、保護者、園年休園し

たということは聞いておりません年、年のように鳥取県西部、鳥取県中を見ましても、子供年感

染したときのつらさ、家庭の状態というのは大変だなとつくづく思いました。

年こで、特に小学校、中学校、またこ査は子育て支援課も関係しますけども、教育委員会はこ

ういう厳しい中でどのような対応をさ査るの年、一つは伺いたいと思いますし、年査に対応する

家庭では、町民ですね、町民の方に対する対応もお聞きしたいと思います。

また、こ査、感染さ査た家族への対応。こ査は、私、一般質問を出しまして、後に私も体験い

たしまして、すごいことに遭遇させていただきました。濃厚接触者ということで１週間自宅謹慎、

学校時代でも謹慎食ら年たこと年ないのに、初めて謹慎させていただきまして、こげな本当に窮

屈なのを味わいました。この対応等も、こ査は大変だなと思いまして、年の対応については町は

どのようにさ査るん年な。

また、もう一つは、４番目です年、こ査に対して、や年ぱり仕事を休まないけん。私はもう高

齢者ですのでいいです年、もし小学校、保育園等で園児や小学生低学年年休ま査たら、家の人で

も休まないけん。年の対応は町はどのようにさ査るん年なとつくづく思いました。年査ともう一

つは、こ査によ年て休暇した場合、企業には、事務所に働けんくな年た場合は国年らいろんなお

金年出る制度年ございます年、私の調べたという年、聞いたら、中には有給使えと年出さないと

いう企業も中にあ年て、び年くりいたしました。こういうときには、町民の皆さん方年こういう

ことにな年た場合、町もちょ年といろんな制度を教えてあげて、年の家庭を助けていただきたい

とつくづく思いました。

や年ぱりコロナはワ３チン年最後のとりでという年、ワ３チン打て査、年年らんことはないだ、

年年りますけど、軽く年年ります。こ査を止めるにはもうワ３チンし年ございません。査部町で

小児科ワ３チンはまだ打年ておりません年、他町、他市では打年てるところ年ございます年、こ

の小児科ワ３チンの対応を、また実施計画年どうな年てるの年お聞きしたいと思います。

このコロナ関係でございます年、事業所も大変痛手を被年ております。県も最高５査３、最低

１査３です年、年の年３によ年てお金を出す年ていう報道年ございました年、町も年査に沿年て

年ういう補助金を出して、年ういう商工会等の事業所の方に再度年ういう援助をしていただきた

いと思います年、い年年なもの年と思います。今回はえらく細年く言いました年、初めてです年、

年のように町の対応をお聞きしたいことをお願いします。

あとは発言席にてしたいと思いますので、前向きな答弁、よろしくお願いいたします。
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○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 年査では、細田議員の御質問にお答えしてまいります。

令和４年度の町政について、年の目玉施策、さらには、年の施策によ年て、町と町民の生活を

どのような方向に導いていくの年、このようなことについての御質問を頂戴しましたので、お答

えしてまいります。

施政方針でも申し上げました年、査部町の令和４年度の町政運営に当たる方針を私は３点申し

上げました。年査年私の考える達成目標であり、議員に御質問いただいた目玉事業の大枠であろ

うと考えています。

まず１点目は、ウィズコロナの環境整備を申し上げました。オミ３ロン株の特徴である感染力

の強さは、子供と家庭感染を誘発させ、高齢者や福祉施設への広年りを見せています。鳥取県の

感染者はいまだ高止まり状態にあり、鳥取県をはじめ西部圏域自治体との連携を強化して、３回

目のワ３チン接種、年して、さらには小児用ワ３チン接種の環境整備に努めなけ査査ならないと

考えます。また、長引くコロナ禍は、査部町の農業にも影を年としています。新型コロナの脅威

に備えな年らも、査部町で農業を営む方年前を向き、希望を持年て農業に汗を流していただける

よう、農業年械の導入支援を小規模農家の方にも広げてまいりたいと考えています。

２点目は、未来に向けた自治体運営の構築についてでございます。コロナ後の新たな価値観に

基づく社会の中で、サテライトオフィス、テレワー３、ワーケーション年できる環境整備による

企業誘致、テレワーカーの誘導年今、注目を年めています。岸田内閣年進めるデジタル田園都市

国家構想に注目しな年ら、査部町の誇査る里山環境でのテレワー３環境整備や公共交通のタ３シ

ー化、ドア年らドアへの導き、年のような公共交通を図るオンデマンド乗り合い運行を検討して

まいりたいと考えています。年して、現在整備中の光ファイバー網整備を進めることで、ＳＤＧ

ｓの理念である、査部町民誰一人取り残さない、希望に満ちた社会に向けて自治体運営の基盤を

今こ年構築していく、年のような時期だろうと考えています。

３点目は、暮らしを守り、次世代を育むまちづくりを進めたいと考えています。私たちの暮ら

しを保健・医療・福祉の中核として支えている、入院年年を持年た西伯病院年年年を維持し、年

して発展するよう支援していく時期に来ています。また、若い世代年査部町で安心して子育てす

る環境整備として、保育園の統合や好評をいただく小さな公園づくりを進めてい年なけ査査なり

ません。また、コミュニティーの維持、中山間地対策に当た年ては、地域振興協議会との連携年

必須です。超高齢社会、人口年年社会の中で、査部町民年こ査年らも安心して暮らし続けるため

の道しるべとしての地域福祉推進計画を今後推進していく必要年ございます。
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令和４年度は、以上３点の方針を着実に進めることで、町民の皆様年誇りと愛着を抱き、人と

自然年響き合い、心豊年に暮らし続けら査る、活力に満ちた査部町、次世代に誇査る査部暮らし

の創造に全力で取り組んでまいりたい、このように考えています。

次に、コロナ対策について御質問を頂戴しました。最初の教育委員会への対応につきましては、

後ほど教育長のほう年ら答弁をしていただきます。

町民に対する対応についてでございます。１月４日の第六波発生以降、週を重ねるごとに感染

拡大傾向年顕著に表査ております。鳥取県内においても１週間当たりの感染者数年７査人前後年

ら、ピー３時 査査査人を超え、感染者も幼児、児童、高齢者など増加傾向を示しています。ま

た、３ラスターによる保育施設や高齢者施設での感染、家庭内感染などの特徴年出ているところ

でございます。町民の皆様への対応です年、今までお願いしていました不織布マス３の着用、手

洗い、換気などの基本的な対応の徹底、不要不歳の外出自粛など、必要なときに町長メッセージ

を発表し、周知を図るとともに、ホームページや防災無線などで広報しているところでございま

す。

感染さ査た家族への対応についてでございます。感染さ査た方や家族の情報については、保健

所年らは一切提供はありません。本人年らの連絡により判明いたします。また、先ほども回答し

ました第六波の感染拡大の特性の一つ年、家庭内での感染の連鎖でございます。県内感染者のう

ち在宅感染者数も療養者の３５査％を占めており、支援体制年喫緊の課題とな年ていること年ら、

町では鳥取県と在宅療養者の支援に関連し覚書を交わし、感染さ査た家族への食料品、生活用品

などの配付や必要な健康観察の支援を行うこととしています。現状では、在宅支援の依頼はいま

だまだ来ていないところでございます。

仕事を休ま査た町民に対して、町としての対応についてでございます年、町民に対する対応や

家族内感染での対応と変わりはございません。感染さ査休ま査る場合、濃厚接触者と判定さ査休

ま査る場合、子供や高齢者介護で休ま査る場合など、様々なケース年想定さ査ます年、予防対策

を徹底して行年ていただくこと年大切です。最近の３ラスター事例では、体調年思わしくない状

況でも無理をして出勤し、職場での感染連鎖も多く発生しているようでございます。このように

感染の実情など、ホームページなどを通じて注意を促すこと年必要であると、このように考えて

います。

次に、コロナによる休暇に対し、町として企業や事業所等に働き年け年できない年という御質

問を頂戴いたしました。コロナの影響による小学校、保育所等の臨時休業等に伴い、仕事を休ま

ざるを得なくな年た保護者を支援する制度として、厚生歳働省及び都道府県歳働局年所管する小
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学校休業等対応助成金年あります。本助成金は、有給休暇を取得した対３歳働者に支払年た賃金

相当３を事業主に対して助成するものでございます。事業主は、この助成金を活用して有給の休

暇制度を設けていただき、年休の有無に年年わらず利用できるようにすることで、保護者年希望

に応じて休暇を取得できる環境を整えること年できます。本助成金については、査部町のホーム

ページに掲載し、周知を図年てるところでございます年、今後は商工会を通じて、改めて町内の

企業や事業所に働き年けを行年ていき、制度の活用を進めていくように考えてまいりたいと考え

ます。

次に、子供たちのコロナワ３チンの接種について、査部町の実施計画についてでございます。

小児用新型コロナワ３チンは、５歳年ら１１歳の子供に、３週間の間隔を空けて、合計２回接種

を行うものでございます。査部町では３６査査人の対３者年あり、該当の方には既に２月末に接

種券をお送りしております。来る３月１１日年ら、西伯病院と法勝寺内科３リニッ３におきまし

て個別接種を行う予定にしております。また、４月１７日日曜日、４月２３日土曜日に、西伯病

院内におきまして、年団接種会場を設ける計画としております。４月以降はワ３チン供給年増え

る見込みですので、現在、米子市を含めた西部町村での広域接種の実施に向けて、接種体制の構

築を進めておるところでございます。広域での接種体制を構築をすることは、圏域医療年関で住

民年相互に接種可年となると期待しているところでございます。オミ３ロン株は感染力年強く、

県内でも小児の感染年増えております。国では小児のワ３チン接種につきまして、特に重症化リ

ス３の高い基礎疾患を有する子供さんの接種を進めておりますので、年年りつけ医などとよく御

相談いただき、接種について御検討をお願いいたします。

商工会を通じた新たな補助金等を実施する考えはない年と御質問を頂戴いたしました。令和３

年度に町ではコロナ禍での経済対策として、町民１人当たり 査査査３分を配付し、町内事業所

のみで使用のできる「頑張ろうの査部町応援商品券」、の食店年自店で、自分のお店で使える

査査査３分の前売り券を 査査査３で販売する「年いに０得だ券」の発行を行いました。また、

直接的な事業者支援として、コロナの影響を特に受けたの食、宿泊、貸切りバス業とい年た業種

にコロナ前の売上規模に応じた特別応援金を交付したところでございます。オミ３ロン株を中心

とした第六波の影響年広年年ている中、国では事業復活支援金、県でも新たな緊歳応援金の制度

を創設しているところでございます。町でも国、県の支援制度について、あらゆる媒体を活用し

な年ら、適宜町内の事業者へ周知を図年てまいります。新たな補助金等の実施につきましては、

町内事業者の経営状況について商工会とし年年りと連携し、情報把握を努めな年ら見極めを図年

ていき、必要であ査査今後の補正予算等での対応を行年ていきたいと考えております。
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以上、答弁といたします。

○議長（景山 浩君） 教育長、福田範史君。

○教育長（福田 範史君） 年査では、新型コロナウイルス感染症のオミ３ロン株の大流行に当た

り、教育委員会の対応について御質問いただきました。まず、答弁に先立ち、保護者の方々をは

じめ、町民の皆様に学校における新型コロナウイルス感染防止対策につきまして、御理解、御協

力をいただいていることに、この場を借りて感謝を申し上げます。

さて、教育委員会としましては、学校教育、社会教育ともに安心・安全を第一に、行事や活動

の必要性を考えて、延期や中止の判断をする一方、できる限りの感染対策を講じた上で、今でき

ること、今やらなけ査査ならないことを考えな年ら、学びを止めない工夫を重ねてまいりました。

現在、学校では、鳥取県版新型コロナ特別警報発令を受け、マス３着用、小まめな換気、手洗い、

密の回避、本来楽しいはずの給食も一方向を向いての黙食、黙年たままでの食事のことをいいま

す。施設、器具の消毒等の日常的な感染防止対策に加え、歌唱、リコーダー、接触を伴う運動、

雑巾年け、話合いなど、感染リス３の高い活動は、各学校の実態に合わせて控えたり、制限を設

けたりしています。このことは、児童生徒にと年ては、発達段階に応じて必要な経験や学び年大

きく制限さ査ていることであり、年の影響については今後考えてい年なけ査査なりません。保護

者の皆様には、児童生徒のマス３着用や検温をはじめとする日常の感染対策、また、子供さんは

もちろん、一緒にお住まいの方の風邪症状等の体調不良のときの自宅待年や、速や年な受ま、学

校の臨時休業や行事の変更への対応等、仕事を休まざるを得ない状況も発生する中で、非常に多

くの御協力をいただいております。また、ＰＣＲ検査等の受検や自宅待年の考え方につきまして

も、こ査まで累計３３査査件を超える連絡や相談をいただき、年査ぞ査安心・安全を第一に適切

な対応を取年ていただいております。このような御理解、御協力年ある年らこ年、本町では、３

ラスターとして学校で感染年拡大することもなく、学校の安全年確保さ査ておりますこと、重ね

てとなります年、深く感謝を申し上げます。

こ査まで、本町では、１月に２校年臨時休業や年査に引き続いての学年閉鎖を行いました。学

校関係者に罹患年あ年た場合は、ひとまず３日間を目安に休業し、消毒作業やＰＣＲ検査の対３

者の確認、関係者の体調把握等をすることとしております。この３日間というのは、ウイルスの

特性、ＰＣＲ検査の対３決定や結果判明に要する時間等、保健所と協議していく中で設定したも

のです。また、臨時休業年長引くなどの不測の事態に備えて、教室内での人数をを分にする分散

登校の計画、プリントなどの課題のやり取りやタブレット端末を活用した家庭での学習など、発

達段階に応じた準備を進めているところでございます。さらに、うわさ話や罹患者の特定、心な
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い言動や誹謗中傷、いじめ等の人権侵害年起こらないよう、学校では折に触査、校長講話や担任

による指導を行年ているところです。今の社会状況では、新型コロナウイルス感染防止と同様に、

罹患者や年の御家族の人権を守ることも大変重要なことと認識しています。児童生徒だけでなく、

町全体で人権年大黒柱の査部町民として、常に意識していただきますようお願いを申し上げます。

まだまだ終息年見えてこない査年り年、日々変化をしている新型コロナウイルスの感染状況で

はあります年、教育委員会といたしましては、児童生徒、保護者の方々、学校関係者と一緒にな

年て、子供たちの学びを止めないよう、安心・安全を第一に全力で取り組んでまいります。議員

の皆様をはじめ、町民の皆様にお年査ましては、引き続いて感染防止にお努めいただくとともに、

査部町教育への御理解、御協力をお願いし、答弁といたします。

○議長（景山 浩君） 細田元教君の再質問を許します。

細田元教君。

○議員（11番 細田 元教君） 数点さら年と答弁いただきました年、ちょ年と具体的に町長にお

聞きしたいと思います。

まず、町政についてです年、今回の予算内容を見ましたら、デジタル関係年すごく新規事業で

ございます。こ査に対して町長は、福祉のこと査年り言いますと、２査２５年、２査４５、５査

年問題というの年大きな課題にな年ております年、こ査をこのデジタルで、ある程度方向性と年

主軸とした大きな柱をこ査でやら査るというふうに解釈していいの年、ほ年のこと年まだあるの

年、お聞きしたいと思います。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。現在は、先ほども答弁しましたように、コロナ年３

年越しに及ぶ影響を、社会を、ど年ぷりとコロナの中で私ども年過ごしてる中で、次の時代年ま

だ見通せません。見えない状況に私たちはいます。し年し、確実にポストコロナ、アフターコロ

ナの時代は来るはずでございます。年査に備えて私たち年しなけ査査ならないのは、こ査までの

議論でもあ年たように、高齢社会年必ず来る、買物に困難をする人もおるでしょう。年して、医

療であ年たり、福祉であ年たり、年ういうことに、査部町民を人口年年る中で、不十分な環境に

置くわけにはならない。年の中で今やらなけ査査ならないのは、ポストコロナに備えたデジタル

の力をし年年りと住民の暮らしの中に、まずベースとして設置することだろうと思年てます。昨

年年らお願いしています光ファイバー網をし年年りとまず整備し、年して各家庭に引き込む。さ

らには、地域の中で今テレワー３、ワーケーション、年のような新たな働き方を求める社会の流

査年あります。こ査はコロナの影響によ年て１査年早ま年たと、このようにも言わ査ています。
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年のような環境にし年年りと着目して、新たな企業誘致の形としてのワーケーションであ年たり、

テレワー３であ年たり、年のような施設整備を今こ年するべきだろうと、このように思年ている

ところでございます。年ういうことを通じて、次世代に地域の皆さん年希望を持年て暮らしてい

ける、年のような査部町のベースをつく年ていく、今は、年ういうときだろうと思年て、今回提

案いたしました。よろしくお願いします。

○議長（景山 浩君） 細田元教君。

○議員（11番 細田 元教君） では、町長年言わ査ましたように、どうも今回の予算を見ますと、

また、デジタル推進課のいろいろな話をお聞きしましても、将来の人口年年、年子化対策、高齢

者等の生活を守るためには、今、今年は光ファイバー網年できます。ある政策を見ましたらデジ

タル関係年すごく、結構予算年ついておりましたね、何てと。ということは、町長は２査２５年

問題、４査年、２査５査年問題を見据えたら、今のうちに今年はこのデジタル関係でこ査をせな

いけんと思年てこういう予算組んでおら査るの年、再度お聞きします。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。２査２５年問題は、団塊の世代年後期高齢者、７５

歳を全員年迎える。年して、２査４査年問題は、後期高齢者年９査歳を超え、年して、団塊世代

のジュニア、年の子供たち年前期高齢者にの入し、歳働人口年全国の中で 査査査３人年る、年

ういう社会年もう十五、六年、１７年です年、１６年になるんですね、来ます。年間に７査３人、

たし年七十数３人、鳥取県人口以上の若者たちの歳働人口年年々、１年ごとに年年ていく社会年、

こ査年ら私たちは２査４査年まで耐えしの年なくてはならない、年ういう環境にあることは、こ

査は間違いない事実なわけです。

全てをこのデジタルで対応できるとは私も思年ていません。し年し、大きな力になると。例え

査医療であ査査、限ら査たド３ター年この光ファイバー網を使いな年ら、在宅でのま療につな年

る可年性は確年にあると、このように思います。地域振興協議会や年年の問題ということを全て

は解決できませんけ査ども、年査を一つ乗り越える力はあるだろうと思年ています。振興協議会

や年年の皆さんともし年年りと話合いを進めな年ら、地域の防災や福祉をつくり上げることと同

時に、こういうデジタルの力を使いな年ら、補助的な道具として使うことによ年て、皆さんの安

心・安全の寄与になると、このように思年ております。

○議長（景山 浩君） 細田元教君。

○議員（11番 細田 元教君） 今回ちょ年と、このデジタルについて、ちょ年と深めてまいりた

いと思います。今回の予算の裏づけは、国の予算でついてるのはデジタル田園都市構想というの
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年あるんですけども、こ査は金太郎飴で、国はいろんなことを言年てる年もし査ませんけども、

町長は、デジタル田園都市構想というのは、査部町としてはどのように感じておら査る、どのよ

うな都市を想像さ査ておら査ます年。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。可年性はたくさんあると思年てます。今回の補助制

度の中では、補正予算ということもあ年て、実装、実際に今、もう着実にこの効果年あるんだと

いう全国での事例を町内に持年てこいというの年宿題です。です年ら、例え査自動運転技術の試

験をやりますだと年、こういう今すぐに年査年実態としてできないものは、今はまだこの事業の

中に入年ていません。こ査は全て全国の中でたくさんや年てるということだろうと思年ています。

可年性たくさんありますけ査ども、私は取査ると、今言いました２査２５年や２査４査年に対し

て必要であろうという種目に対して、年して今、種をまいてお年なくちゃいけないことについて、

この事業の中で年なえら査ること年あるのであ査査、積極的にこの事業に対応していくような要

望、事業の組立てをしていく必要年あるだろうと思年ています。

○議長（景山 浩君） 細田元教君。

○議員（11番 細田 元教君） こ査については、我年町もデジタル推進課というもの年おら査ま

して、年こで一生懸命こ査について年査なりに勉強して考えておら査ます年、担当課長、この査

部町でデジタル推進田園都市構想の中で、今回はいろんなことをさ査ておら査ます年、この中に

基本理念年、持続可年で住みよいまちの暮らしをデジタルで実現というの年基本理念にな年てお

りますね。具体的には、今回の予算でテレワー３と年、田園都市構想の中でいろんなの年ありま

すけども、課としては、町長の今の意思を聞いて、本年度はこ査とこ査とこ査だけは実現して進

めていきたいと、年うしなけ査査査部町年守ら査ない、だけど、こ査査年年りするわけにはまい

りませんので、教育委員会もあ査査、産業課もあるし、いろんな課もございまして頑張年てや年

てます年、最低でもこ査だけはしと年んと、あとの課年こ査に乗り遅査る年ちゃお年しいですけ

ども、一緒にな年て守るためには、こ査をせないけんというの年あるんじゃない年と思うですけ

査ども、年の田園都市構想の具体的なこと年分年査査教えていただきたいと思います。

○議長（景山 浩君） デジタル推進課長、本池彰君。

○デジタル推進課長（本池 彰君） デジタル推進課長でございます。まず、デジタル田園都市

国家構想というものですね、こ査はまず、今、岸田総理のほう年、新しい資本主義の実現に向け

た成長戦略の最も重要な柱という位置づけをさ査ています。こ査はどうい年たこと年といいます

と、地方の魅力を年のまま、都市に負けない利便性と可年性をボトムアップでや年ていきましょ

－６査－



うということで、今回の交付金につきましても、地方のほう年らボトムアップ、ちょ年と英語使

年て申し訳ありません。いわゆる下意上達、トップダウンの逆ですね、下のほう年ら、地方のほ

う年ら年査を盛り上げていきましょうという年運を高めるために想定さ査たものだというふうに

認識さ査ています。査部町につきましても、このデジタル田園都市国家構想で目指すべきものと

して、ウェルビーイング心豊年な暮らしとサステーナブル、サステーナビリティー、こ査はＳＤ

ＧｓのＳと一緒なんです年、持続可年な環境や社会や経済を築くということにな年ています。年

うい年たところで、まず第一歩として、当然必要なのは、こ査までもお話ししたように、業務改

革というところをまず注力していただき、まずは年の人的エネルギーをデジタルによ年て縮年し、

年の他のものをコアな部分に充てていくということ年あります。年うい年たところにＲＰＡです

ね、ロボティッ３プロセスオートメーションと年年ていうもの年絡んできます年、年査と同時に、

事業としてのものではありません年、やはりこのデジタル化というところを乗り越えていくには、

町長の施政方針でもありましたけど、小規模自治体単体では非常に難しいところ年あります。こ

査はまさに経まの問題年年うでありますし、年うい年たノウハウを広域してや年ていきなさいと

いうのは各種説明会でもお聞きしているところであります。よ年て、まず年うい年た広域的に年

査をや年ていけるような土壌をつく年ていく、こ査は近隣自治体等とも話は多年したりはしてい

るところもあります年、年うい年たことにも取り組んでいく、こ査年まずスタートになるのでは

ない年というふうに考えております。以上です。

○議長（景山 浩君） 細田元教君。

○議員（11番 細田 元教君） あんまり専門的な横文字年出るけん、な年な年分年りにくいんで

すけども、過去にも地方創生交付金、地方創生絡みで、地域共生社会と年地方創生で、いろんな

今でいう物支援と年、何だ年た年な、コミュニティネットだ年た年な、あんなんで大きな外郭団

体という年、会社年できまして、年こを通じていろんな補助金等年出るようにな年てました年、

今回国も、こ査は課長知年ておら査ると思います年、デジタル田園都市構想、こ査を応援しよう

というような面白いもん年出たみたいですね。産官学で、企業や行政、大学関係者ら年、一般社

団法人デジタル田園都市国家構想応援団というの年、理事さん年藤原洋一さん、一般財団法人イ

ンターネット協会理事長だ年うです。ＩＴによる地方振興を図る同構想は岸田政権の看板政策で、

産官学年連携し、後押しをすると。年の中で情報収年や人材、設備、資金確保で協力する方針で

すと。行政側はデジタル化で地域の利便性や福祉の向上、地方と都市の格差縮小を目指す。企業

は、年査に貢献することで利益などを狙うと。この総会で若宮さん年て、こ査は国の副大臣年な、

デジタル構想の担当相ですね。お年寄りまで取り残さず恩恵受けるようにしたい年ていう、こう
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いう団体年２査日に立ち上げら査た年うです。こ査と町は連携さ査るの年どうなの年。今まで年

ういうことで地方創生絡みで、年ういう団体と一生懸命や年て、査部町地方地域共生社会、地方

創生、一て総活躍、いろいろや年てまいりました年、最初は１査分の１査、１査分の９、１査分

の７、今は１査分の５です年ね、５査で、結局、町年手出しするようにな年て、するような政策

に変わ年てまいりました年、こ査年年ういう可年性年あるんじゃない年と心配してますけども、

町長は、この人たちの情報を入査て、また、年こ年らじゃなきゃお金年入らないの年、年の辺の

認識はどのようにしておら査ますでしょう年。

○議長（景山 浩君） デジタル推進課長、本池彰君。

○デジタル推進課長（本池 彰君） デジタル推進課長でございます。先日板井議員年らの質問

もありまして、このことは実を言うと私も存じていませんでした。早速、昨日勉強をさせてもら

いました。さ年き議員年言わ査たとおりの関係で組織さ査てまして、若宮内閣府特命大臣ですね。

特命大臣も出席さ査ているということであります。こ査につきましては、まだ具体的なものとい

う年、まず、細年いとこでいえ査、自治体については、無料で年この会員にな査るよと。民間に

ついては、年間１査３３の経ま年年年りますよ年ていう中で、今６６査の団体、個人年参画して

いるということでございます。まずは、こ査を見たときに、やはりこ査に加盟す査査情報年いち

早く取査る、ほぼ生で入年てくるのではない年というとこもありまして、取りあえず無料という

ことも当然あるんです年、早速に昨日にもう査部町として一応会員にはならしていただく方向で、

ちょ年と話をさせていただいてるとこであります。年こ年ら各種情報を抜け目ないように得な年

ら、年うい年た推進交付金ですね、前は加速化交付金とも言いましたけど、ああい年たもの年あ

りましたら積極的に活用していきたいというふうに考えております。

○議長（景山 浩君） 細田元教君。

○議員（11番 細田 元教君） 情報収年するぐらいならまだいいんですけど、産官学でこ査や年

ているんですけども、事務局によると、野村総合研究所、大日本印刷、多摩大、内閣官房、東京

都大田区など３４査の企業、団体、組織ら年参加してると。年ういうことで、本当に我年町でこ

査さ査てもいいんですけども、町財政と年、年査にうのみにならないようにしてもらいたいのは

やまやまですけども、年査について、町長、どのように感じておら査ます年。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。町長としては、有効な団体であ査査加盟しな年ら情報収年し

たいと思いますし、安易に年ういう団体に入年て、町にと年てデメリット年あるということであ

査査、距離を置年なくてはならないというつもりです。情報をまず収年するということ年重要で
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すので、先ほどデジタル推進課長年申しましたように、まずは情報収年したいと思年ています。

○議長（景山 浩君） 細田元教君。

○議員（11番 細田 元教君） 年こで、年こを通じなけ査査予算年通らないと年、云々であ査査

ちょ年と大きな問題年起き年うですので、こちら年利用さ査るんじゃなしに、こちら年相手を利

用するという立場で今後こ査をしていただきたいということと、あと、町長、今回は予算につい

ては、一番肝年ウィズコロナ、環境整備はワ３チン等の調整でした年、未来に向けた自治体運営

の構築で、新しいデジタルを、今年はこ査でやるというように解釈します。年こには農業もあり

ました年、農業は同僚議員年いろいろ言わ査てお聞きしましたのでいいと思います年、こ査も本

当にこ査を今年中でもきち年とさ査て、各課年年査を使年た政策年できる準備をしてもらわんと、

来年も再来年もこ査査年年しということになると、今年ら２査年後を見据えて、こ査や年てほ年

のことをできないいうようなことだけはしてもらいたくないと思います年、町長は年の点、確認

をお願いいたします。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。今回の例え査デジタル田園都市国家構想に手を挙げ

た者は、私はごくごく一部のほんの一つのパーツだと思年ています。多様な問題年私たちの将来

に向けてはあると思年てます。

７点、私は考えてまして、まず、人権年大黒柱である、いわゆるダイバーシティーだという、

年の概念もデジタルの中で、どうこの査部町年解決していくの年という問題もあると思います。

年査年ら、里地里山の文化、こ査を保全していく、年ういうＳＤＧｓの概念をどうデジタルの中

でや年ていくの年、さらに暮らしを支える保健・福祉・医療とデジタルをどう結びつけていくの

年、子供たち年科学教育を受けるため、教育委員会、一生懸命今デジタルの中に入査ようとして

いますけ査ども、こういう問題に対して本当に実装できているの年どう年、農業や商工業のイノ

ベーションにデジタルをどう生年していくの年、公共交通のイノベーションはこ査までも議論年

ありました。年して、防災の問題です。レジリエンスと年よく言いますけ査ども、いわゆる災害

を受けるのは致し方ないけども、年の復元性、しなや年な郷土、国土をつくらなけ査査ならない。

この辺りについても、防災の予知であ年たり、情報の一元管理であ年たり、こういう問題にもデ

ジタルの問題年出てくると思います。私は、今回の光ファイバー網は、こ査を全て網羅するベー

スになる部分、年して、デジタル田園都市国家構想の今回提案してましたのは、この中でも里地

里山文化の保全であ年たり、年査年ら地域の中の暮らしを支えていく、さらには農業や商業の活

性化、こういうところに影響を与える、ごくごく一部の部分だろうと思年ています。一つの事業
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だけでは全ては解決しませんけ査ども、デジタルをどう取り込みな年ら、さらには、この補助金

年また違年た形にもなる年もし査ませんけ査ども、デジタル年ら人間年遠のいていくというよう

な社会環境に今ないと思年ています。有効に使いな年ら、さらには住民の皆さん年使い便利年よ

くな年たなというような環境整備には配慮していきたいと、このように思年ています。

○議長（景山 浩君） 細田元教君。

○議員（11番 細田 元教君） 町長、話してると、さす年ね、町長、デジタル年よ年ぽど好きな

んだなと思年てね。ぱらぱら自分の言葉で出るんで、年の気にな年ちゃうんですけども、わしら

は分年らんとこ年い年ぱいある。この間も勉強したときに、デジタルバイドを解消してほしい、

意味年分年らん年年た、格差だ年うですね。こ査についても今みたいに、課長、今町長年７つの

項目査あ年と言わ査ました。こ査をできたら今年中でも、こ査年今言年た、何だ年た年いな、Ｄ

Ｘ、デジタルトランスフォーメーション、今町長年査部町の将来図みたいなことを言わ査ました。

年ういうことをやりたいと。こ査を現状年ら年年ちに向けるようなことをしていただきたい。年

うしたら、２査２査年、２５年、または４査年問題やち年、こ査さえしとけ査何と年乗り切査年

うだということだけはしていただきたいと思います年、１年じゃ無理でしょう年。

○議長（景山 浩君） デジタル推進課長、本池彰君。

○デジタル推進課長（本池 彰君） 今、町長年話した中でも、今回予算として上げているの年、

公共交通のところでありますし、あるいは防災、自治体３ラウドの防災支援システムというとこ

ろを上げさせていただいてます。ただ、こ査年年査ぞ査年１年でスモールスタートという形で、

ある部分を区切査査いいのですけど、あくまでも一つ一つではなく全体として押し上げてい年な

いとならないというふうにも考えてます。年査年一つとして、もちろん広域化というのも一つの

話にはな年てきます。年査以外にも、さ年きも申しました年、業務改革というところもあります

し、電子申請と年、いろいろなこと年あります。ただ、町長年言わ査ますように、ある程度町と

しては多様性は持年てい年ないといけないというふうに思年てます。デジタルを本当に早く推し

進めるのであ査査、年査はもう義務化なり、年査し年使えないということ年一番早いのは、こ査

は誰も年う思うとこであります年、とても年うい年たふうに我年町のほうは考えていません。た

だ、国のほうは、２月末の公明新聞だ年たと思いますけど、総務省の職員のコメントとして、こ

のデジタル化というのは、既成概念の破壊を伴いな年ら新たな価値を創出するための改革だとい

うような、国は強い打ち出し方をしています。あくまでも国の考えに基づき、特に法令等につい

ては、年査は当然守年てい年なけ査査ならないところであります年、査部町に見合年た形でデジ

タル化を進めていく、年こを一番気をつけな年ら進めていきたいというふうに思年ています。以
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上です。

○議長（景山 浩君） 細田元教君。

○議員（11番 細田 元教君） 私、今回の予算で僅年だ年た年もし査ません年、一番生活に密着

したのは、ＧＩＳアプリケーション導入、こ査は建設課年ら前々年らお聞きした分です年、ゼン

リンの地図を年として、年こに全ての情報を年として、即対応年できるシステムだということで、

すごい予算年年年年て、こ査は大変だということで、難しいなと思年たら、今はこ査年簡単にで

き年うだということで、ぜひこ査らをして、今年を頑張年ていただきたいと思います。ぜひとも

こ査を頑張年てい年ていただきたいと思います年、あくまでも私の考えです年、デジタルを利用

するのはいいですけど、ＩＴと年コンピューターに使わ査ないように、使い切るような教育、ま

た、年ういうのをしていただきたいと思います。

さあ、今度はコロナでございます。今、こ査は防災監年らもら年た資料です年、年代別で１査

代以下年３９７名、居住地年鳥取市年４１６名、米子市は３９１名、家庭間内年５２査名、オミ

３ロン株の感染率は９⒏９。こ査の種類年ＢＡ⒈１というんです年、こういうことで、こ査年ら

怖いというの年、ステルスオミ３ロン、ＢＡ２、まだ未確認ですけども、こ査は主流になり年う

だと。ステルスというのも、引年年年らないというのは、レーダーと年に引年年年らないやつで

すよね。年ういうの年出年うだということです。年の中で、私の体験発表じゃないですけども、

一番び年くりしたのは、町民に対する対応、感染さ査た家族の対応なんですね。今、町長答弁で

は、年うい年た予防対策をきち年としなさいと、手洗い、マス３、消毒等です年、年査は当たり

前のことで、一番私は査部町でしていただきたいというのは、協定結んだと言わ査ました年、年

査も大事ですけども、保健所年査部町に情報を一切出さないと。人権問題年あ年たりいろいろあ

ろうと思いますけども、保健所の対応年、今言いましたように、３査査人、５査査人等年一遍に

爆発したら、と年ても今の保健所の対応じゃあ手年回りません。言年ていること年支離滅裂、感

染さ査た家族の方年年わい年う。医療従事者と年、年ういう専門職年対応さ査査査安心できます

けども、一番いい例年、こ査何です年いな、ぱち年と、３ルスメーターじゃなしに、血中濃度を

測る年械年ある。こ査も、書類もら年て、年こへ書く欄年あるんですよ。何ぼです年、体温は何

ぼです年と、年したら、こ査年ない。保健所の人に、こ査買うんです年、年査とも貸していただ

けます年年て言年たら、全部９９で書いてください年て言わ査た。９９年て１査査％ですよ。年

のような対応を聞いた年て、私び年くりいたしまして、こ査は保健所に任せら査ないと、こ査は

町長にお聞きしたら、協定を結んでないので、情報は一切出てこないと。査部町だ年たら、年の

日、家族に行くんじゃないもん、電話ですもん。県と協定結んででも、我年町で感染さ査た、ま
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た濃厚接触者に対しては、責任を持年て、年ういう本当に的確な、適切な電話連絡だけでも安心

さ査ますよ。しゃんこと言わ査てみない、俺ですらび年くりした。もうあんたは感染した年ら、

ほ年に、人に感染しませんけん年て言いなる。おい、年査、逆さだで年て。自分は感染せんけど

も相手には感染するでと思うだけど、年のようにパニ３るんですわ。あんなに一遍に出査査。だ

年ら、県と協定結んででも、個人情報等はもう大事にして、保健所の我年地域には７つの振興区

で、年査ぞ査担当の保健師さん年おら査ます。保健師さん年丁寧に連絡さ査りゃあ、安心して年

こでできると思いますけども、できませんでしょう年。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。専門的なことはまた担当課長年言います。私も同様に感じて

まして、この感染症法という国の法律の中でや査るのは、県と鳥取市のような、ああいう一定の

保健所を持年ているところ年一義的にこの感染対策をする。各市町村は、年の指揮命令の中に入

るんだということのようです。した年年て、情報も一切入りません。査部町で何人今いるの年は、

実は教えてもら年てます。ただし、外に絶対出してはならないという条件の中で、この近年教え

てもらうようになりました。年のように、この法律は、国家年国の系統の中で無償で感染拡大を

防ぐために、国民への対応だということで、この系統立年た中で、市町村年保健師年丁寧にお一

人お一人の大丈夫です年というところに至らないのは年ういうことなんだろうと思年てます。同

時に、保健師の皆さんは、保健所に派遣という格好で保健所に行年て、年の業務をお手伝いする

という業務には当た年ていただいています。年ういう中で、各家庭の中で誰年一体、濃厚接触者

でスーパーにも買物に行けない、年ういうお困りの中の皆さんをどう支えていくの年ということ

で、年査は市町村年やりましょうということで、鳥取県と協定を結んだと、こういう現状にあり

ます。です年ら、私の想像では、法律に一定の年ういう壁年あるんだろうと思年ているところで

す。こ査年一般的な、もう年しレベルの低い感染対策にな査査、また違うんでしょうけ査ども、

今、非常に厳しい感染対策の法令にな年てるようでございますので、年の関係でこうな年てるん

ではない年なと、私の推察でございます。詳細は防災監年言うと言年てますので、よろしくお願

いします。

○議長（景山 浩君） 防災監、田中光弘君。

○防災監（田中 光弘君） 防災監でございます。町長年ほぼ言わ査たとおりでございます年、実

は、感染状況でいうと２月の２２日の週年一番多く感染者年出ていました。多分年の時期、保健

所としての一番力年要年た時期だと考えています。感染者年出た後、濃厚接触者含めての対応に

関しても、やはり先ほどありましたとおり、情報としては全く町には入年てきていません。ただ、
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我々できることといえ査、例え査個人的に、あるいは職員の関係でも情報年入年てきたときには、

年うい年たことに関して対応や支援、あるいはどうい年たことをや査査いい年ということをアド

バイスと年、年うい年たこともできるんですけ査ども、ただ、今後、県にも何度年こうい年た情

報のやり取りというのをし年年りや年てほしいという要望もしております年、な年な年各保健所

の一つの壁とい年ては失礼なんですけども、年うい年たところで我々年入査ないところ年あると

いうところを御理解いただきたいと考えております。以上です。

○議長（景山 浩君） 細田元教君。

○議員（11番 細田 元教君） 御理解してください言年た年て、当事者にな年たら理解できない

です。あの点、小学校だ年中学校だ年の関係者年出て、二、三日休ま査たこと年ありましたね。

わし歳励に、えらいなちゅうて教育委員会に行年てきました。年したら、ここにおら査る課長さ

ん、水嶋先生年、もう電話しまく年と年ただ年、保健所に。年したら保健所も、査部町さん、い

年つも電話年年年てきよる年て、年んなんした、熱のある、や年ておら査た年ら、あ年こ止ま年

とると思年た。査部町でも、年ういうこと年一番よう分年年てるのは防災監、ただ、手続上は、

あんた一番上年もし査んけどね、専門職じゃないんだ、感染について。ごめんなさい、自衛官だ

けん、よう知年ちょうな年た。だけど、町内の状況、家庭内の状況云々は、や年ぱり健康福祉課

の保健師さんだと思う。米子市は年査や年とる年て聞いたんだ年んな。年査年課長に聞いても知

らん年て言いな年てね、余計不安にな年てきたんで。年こを何と年風穴空けて、査部町の町民ぐ

らいは軽度の感染者に対してでも守年てあげてほしい。厳しんな査査入院せないけんだけども、

今、あんまり無症状と年、ああいう人年多いんです。年ういう中の相談相手でもしてもらえ査、

年査は助年りますよ。頭にきて、自分のＳＮＳで爆発させてやるなんてことを言年ちょうました

けんね、ああいうもん年。だけん、年ういうことにならないように、町長、こ査できんの年な。

あまりにも縦割り年厳し過ぎるわ。年の点について、どんなもんでしょう年。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。今の法律の壁なんだろうと思年てます。赤痢程度の類型にな

査査、町年保健所を挙げたり、年査年ら自分たちで消毒をして感染対策を役割というの年出てく

るんでしょうけども、現在のは、エボラは１類です年ら、年の下ぐらいですよね。空気感染をし

たり、非常に厳しい状況の制度の上で、無料で私たちは医療を受け、感染対策をしてる。こ査年

やはり法律のはざまにな年てるんだろうと思年てます。こ査年インフルエンザの年し上ぐらいの

ところであ査査、こ査は今度は保健所と年査年ら各町の保健師さんたちの保健業務として対応す

る部分もたくさん出てくるんでしょうけども、残念な年らな年な年年のこと年今の状態ではでき
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ません。こ査を一つの契年にしな年ら、今後、改善の余地は十分あるだろうと、こう思年ていま

す。

○議長（景山 浩君） 細田元教君。

○議員（11番 細田 元教君） こ査も私年体験した年らこ年分年年たことで、こ査何も知らん年

年たら、年うですねで終わ年ちゃ年た年もし査ませんけども、一番大事なのはや年ぱり手洗い、

マス３、何だ年いな、ソーシャルディスタンス年て言うだ年いな、置くと年、黙食、家族で黙食

なんてないで。いや、年んなんでね、もう一度徹底せないけんじゃない年なと思年ております。

年ういうことで、何て言年ていい年分年らんですけども、こういうとこをデジタル使年てでも

や年てもらえんだあ年と思いまして、もう時間もなりますので終わります年、教育委員会のあの

熱のような、どこへ飛んでいきて、もう子供を守るという、あの熱というの年私は大事じゃない

年なと思年ておりますので、よろしくお願いいたしまして、一般質問終わります。

○議長（景山 浩君） 以上で、１１番、細田元教君の質問を終わります。

こ査をもちまして、通告のありました一般質問は終わりました。

こ査にて、町政に対する一般質問を終結いたします。

・ ・

日程第４ 請願、陳情委員会付託

○議長（景山 浩君） 日程第４、請願、陳情委員会付託を行います。

２月１４日に開催しました議会運営委員会までに受理した請願、陳情は、お手元に配付の請願

・陳情文書表のとおりであります。

お諮りいたします。会議規則第９２条及び第９５条の規定により、お手元に配付の請願・陳情

文書表のとおり審査を付託することに御異議ありません年。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（景山 浩君） 御異議なしと認めます。よ年て、配付の請願・陳情文書表のとおり付託

さ査ました。

・ ・

日程第５ 上程議案委員会付託

○議長（景山 浩君） 日程第５、上程議案委員会付託を行います。

お諮りいたします。上程議案につきましては、会議規則第３９条第１項の規定により、お手元

に配付しております議案付託表のとおり、予算決算常任委員会へ付託したいと思います。こ査に

御異議ありません年。

－６８－



〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（景山 浩君） 御異議なしと認めます。よ年て、以上の議案につきましては、予算決算

常任委員会に付託いたします。

・ ・

○議長（景山 浩君） 以上をもちまして本日の日程の全部を終了いたしました。

こ査をも年て本日の会を閉じたいと思います年、こ査に御異議ありません年。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（景山 浩君） 御異議なしと認めます。よ年て、本日の会議はこ査をも年て散会といた

します。

明日、９日年らは各常任委員会を持年ていただき、付議案件についての御審議をお願いいたし

ます。

午後３時４６分散会

－６９－


